
中央社会保険医療協議会 総会座席表  

日時：平成20年7月16日（水）10：00～10：40（目途）  
会場‥厚生労働省専用第18～20会言義室（17階）  

中央社会保険医療協議会総会（第132回）議事次第  

平成20年7月16日（水）   

於 厚生労働省  

専用第18～20会言義室  

議 題  

○ 医療費の動向等について  

○ 主な施設基準の届出状況等について  

○ その他   



」
 
 

．
－
－
－
 
 

中医協 総－1－1  

2 0． 7．1 6  

平成19年度の医療費について  

○ 平成19年度の医療費は、前年度と比較して約1兆円  

増加し、33．4兆円となった。   

医療費の伸び率は対前年度比3．1％であり、1日当  

たり医療費4．1％、受診延日数▲0．9％となっている。  

○ 近年、受診延日数（延患者数に相当）は減少傾向に   

ある。一方、1日当たり医療費は増加しており、医療   

費総額は増加している。  

○ 平成19年度の医療費の伸び率（対前年度比）は、大   

きな制度改正や診療報酬改定の影響を受けていない。   

同じく影響を受けない平成17年度の医療費の伸び率   

と同程度の伸び率となっており、医療費は従来と同程   

度の水準（3％台）で伸びているといえる。  

（参考）医療費の伸び率（単位：％）  

平成13  平成14  平成15  平成16  平成17  平成18  平成19  

年度   年度   年度   年度   年度   年度   年度   

医療費   3．2  ▲0．7   2．1   2．0   3．1   0．1   3．1   

1日当医療費   3．0   1．0   3，5   1．9   3．4   0．8   4．1   

受診延日数   0．2  ▲1．6  ▲1．4   0．1  ▲0．3  ▲0．7  ▲0．9  



平成19年度 医療費の動向  
表2－1 1人当たり医療費の推移  

柑i位：万円）  

医療保険適用  
総 計      70歳未満  高齢者   

国民  老人保健  
健康保険     保険  本 人   豪 族   1（再掲）  

平成13年度  23．9  15．7  13．0  13．3  12．6  21．4  75．8  75．8   

平成14年度  23．7  15．5  12・8ら13・1   12．5  20．9  73．1   73．ヰ   

平成15年度  24．1  15．6  12．7  12．6  12．7  2ユ．2  73．7  

平成16年度  24．6  15．7  12．8  12．6  12．9  21．4  73．8  

平成17年度  25．4  16．0  12．9  12．8  13．1  21．9  75．3  

平成18年度①  25．4  15．8  12・912・6   13．2  21．8  74．2  

平成19年度②  26．2  16．1  13．0  12．8  13．3  22．5  75．7  87．1   

②－①   0．8   0．2   0．1   0－2   0．1  0．7  皿   3．7   

Ⅰ 制度別の概算医療費  

表1－1 医療費の推移  
（単位：兆円）  

総 計  70歳末摘  高齢者  公 費  
国民  

健康保険   

平成13年度  30．／1  17．5  9・7l  5．2  ∠l．5  7．8  11．7⊆11．7   1．2   

平成川年度  30．2  17．2  9．∠l  5．0  4．4  7．7  11．7  11．7  1．2   

平成15年度  30．8  17．2  9．2  4．7  4．5  8．0  12．3  11．7  1．3   

平成16年度  31．∠1  17．3  9．3  4．8  4．5  8．0  12．811・6   1．∠1   

平成17年度  32．（1  17．5  9．4  4．9  ∠1．5  8．1  13．5  11．6  1．4   

平成1日年度①  32．∠1  17．2  9．4  4．9  4．5  7．9  13．8  tl．2  1．4   

（構成割合）  （LOO9乙）  （53．摘）  （28．8％）  （15．0％）  （13．鍋）  （24．39占）  （∠12．∠l％）  （3ノl．6％）  （ノl．5％）   

平成19年度②  33．∠と  17．4  9．5  5．0  4．5  7．9  14．5  11．3  1．5   

（構成割合）  く tOO％）  （52．1射  （28．6％）  （15．蟻）  （13．5％）  （23．6％）  （‘L3、硝）  （33．89ら）  （‘l．5％）   

②－①  1，00  0．20  0．20  0．17  0．03  0．01  0．750．05   0．05   

注． 人紋が未砲定の制度もあり、数値が置き換わる場合がある。  

注1．社会保険診療報酬支払基金及び国民睡煉保険Ⅷ体連合会における審査分の医療費慣定ペース）であるり  
住コ．高齢者とは、70歳以上の陰樹呆快適用着である。但し、老人医療受給対額となる65歳以上の陣容認定を   

受けた昔を含む凸70耗未満とは、医療†皐快適用の高齢者以外の看である。  
注3▲ 「公費」欄には、老人性馳を含んだ医療†早険との併用分を除く、公許負旭のみの医療費を計上している。  表2－2 1人当たり医療費の伸び率（対前年度比）  

（単位ニ％）  

医療保険適用  
総 計      70歳未満  高齢者   

国民  老人保健  
健康保険     保険  本 人   豪 族   （再掲）  

平成13年度  3．0   2．1   2．0   1．5  2．6   1．4   

平成14年度  ▲ 0．9  ▲1．2  ▲1．2  ▲1．6  ▲ 0．7  ▲ 2．3  ▲ 3．6  

平成15年度   1．9   0．4  ▲1．3  ▲ 4．2   2．0   1．7   0．8  3．4   

平成16年度  1．9   0．9   1．0   0．6   1．5   0．7   0．2   3．2   

平成17年度  3．1   1．5   1．2   1．1   1．4   2．3  2．015．1  

平成ユ8年度  0．i  ▲ 0．9  ▲ 0．6  ▲1．7  0．6  ▲ 0．4  ▲ユ・5～ ユ・4   

平成19年度  3．1   1．5   1．1   1．7   0．6   3．2   2．0  

表1－2  医療費の伸び率（対前年度比）  
（単位：％）  

医療保険適用  
総 計  高齢者  公 費  

国民  老人保健  
健康保険  （再掲）  

平成13年度  3．2  1．6  0．7  0．5  1．0  2．7  5．5  5，5  6．7   

平成1∠1年度  ▲ 0．7  ▲1．6  ▲ 2，8  ▲ 3．3  ▲ 2．3  ▲ 0．2  0．3  ▲ 0．2  3．2   

平成15年度  2．1  ▲ 0．1  ▲ 2．6  ▲ 5．2  0．4  3．0  4．7  0．2  7．6   

平成16年度  2．0  0．6  0．6  0．9  0．2  0．5  3．8  ▲1．1  3．8   

平成17年度  3．1   1．1  L2（2・1   0．∠上  0．9  5・7f o・4   4．1   

平成18年度  0．1  ▲1．∠1  ▲0．2！▲0・2   ▲ 0．3  ▲ 2．7  2．0  ▲ 3．3  0．9   

平成19年度  3．1  1．2  2・1t 3・5   0．6  0，1  5．4  0．5  3．3  



Ⅱ 診療種類別の概算医療費  
表4－1 受診延日数の推移  

表3－1 医療費の推移  （単位：債日）  

総計  計   医  科  歯科  調剤  
入院   入院外   

平成13年度   28．1   28．0   5．1  18．8   4．1   5．8   

平成14年度   27．6   27．6   5．0   1臥4   4．2   6．0   

平成15年度   27．2   27．2   5．0   18．1   Jt．1   6．2   

平成16年度   27．3   27．2   5．0   18．1   4．2   6．5   

平成17年度   27．2   27．1   5．0   17．9   4．2   6．6   

平成18年度①   27．0   26．9   4．9   17．9   4．2  6．9   

（構成割合）  （100％）  （99．8％）  （18．1％）  （66．2％）  （15．5％）   

平成19年度②   26．7   26．7   4．9   4．1   7．1   

17．7      （構成割合）  （100％）  （99．8％）  （18．2％）  （66．2％）  （15．4％）   
②－①   ▲0．26  ▲0．26  ▲0．04  ▲0．16  ▲0．06   0．18   

（単位：兆円）  

（参考）  

総計  
計   

医  科  調剤   入院外 十調剤           歯科  
入院  入院外   

平成13年度  30．4  27．1  12．4  12．1   2．6   3．3  15．4   

平成14年度  30．2  26．6  12．3  11．7   2．6   3．6  15．2   

平成15年度  30．8  26．9  12．6  11．7   2．5   3．9  15．7   

平成16年度  31．4  27．2  12．7  11．9   2．5   4．2  16．1   

平成17年度  32．4  27．8  13．0  12．2   2．6   4．6  16．8   

平成18年度①  32．4  27．6  13．0  12．1   2．5   4．7  16．9   

（構成割合）  （100％）  （85．2％）  （40．0％）  （37．4％）  （7．7％）  （14．6％）  （52．1％）   

平成19年度②  33．4  28．2  13．4  12．4   2．5   5．2  17．5   

（構成割合）  （100％）  （84．4％）  （39．9％）  （37．0％）  （7．5％）  （15．5％）  （52．4％）   

②－①   1．00  0．57  0．36  0．22  ▲0．01  0．42  0．64   
往1．診療実日数を取りまとめている。調剤については、処方せん枚数を放りまとめている。  
注2．総計には、言方間看頒療嚢の実日数を含み、調剤の処方せん枚数を含めずに計上している。  注1．入院時食事療養の梨用額及び入院時生活療養の姥用紡が含まれる。医科分は医科入院へ、歯科分は   

歯科へ含めている。  
注2．総計には、訪問有言泣療養の費用額を含む。  

表4－2  受診延日数の伸び率（対前年度比）  表3－2  医療費の伸び率（対前年度比）  
（単位：％）  （単位：％）  

（参考）  

総計  医  科  
口  入院  入院外   歯科  調剤   入院外  

＋調剤  

平成13年度   3．2   1．9   1．8   1．9   1．9  16．5   4．7   

平成14年度  ▲ 0，7  ▲1．9  ▲ 0．3  ▲ 3．9  ▲ 0．4   9．7  ▲1．1   

平成15年度   2．1   1．0   2．0   0．7  ▲ 2，0   9．9   2．9   

平成16年度   2，0   1．1   1．2   1．3   0．3   7．8   2．9   

平成17年度   3．1   2．2   2．2   2．5   1．1   8，7   4．1   

平成18年度   0．1  ▲ 0．4  ▲ 0．0  ▲ 0．3  ▲ 2．8   3．4   0．7   

平成19年度   3，1   2．1   2．8   1．8  ▲ 0．2   8．9   3．8   

総計  計   医  科  歯科  調剤  

入院   入院外   

平成13年度   0．2   0．2  ▲ 0．2   0．∠上  ▲ 0．2   9．6   

平成14年度  ▲1．6  ▲1．7  ▲1．6  ▲ 2．2   0．9   4．4   

平成15年度  ▲1．4  ▲1．4  ▲1．0  ▲1．6  ▲ 0．7   2．9   

平成16年度   0．1   0．1  ▲ 0．3  ▲ 0．0   0．8   4．5   

平成17年度  ▲ 0．3  ▲ 0．3  ▲ 0．2  ▲ 0．7   t．1   2．4   

平成18年度  ▲ 0．7  ▲ 0．7  ▲1．4  ▲ 0．5  ▲1．0   3．9   

平成19年度  ▲ 0．9  ▲1．0  ▲ 0．8  ▲ 0．9  ▲1．4   2．6   

－ 3 －  一 4 －   



Ⅲ 医療機関桂根別の概算医療費   

（1）入院・入院外計  
表5－1 1日当たり医療費の推移  

表6－1 医療費の推移  

（単位：千円）  

（参考）  

総計   り   医  科  
歯科  調剤   入院外  

入院  入院外   ＋調剤  

平成13年度  10．8   9．7  24．1   6．5   6．3   5．6   8．2   

平成14年度  10．9   9．6  24．5   6．3   6．2   5．9   8．3   

平成15年度  11．3   9．9  25．2   6．5   6．1   6．3   8．7   

平成16年度  11．5  10．0  25．6   6．6   6．1   6．5   8．9   

平成17年度  11．9  10．2  26．2   6．8   6．1   6．9   9．4   

平成18年度①  12．0  10．3  26．6   6．8   6．0   6．9   9．5   

く総計＝1）  （1．00）  （0．85）  （2．21）  （0．57）  （0．50）  （0．57）  （0．79）   

平成19年度②  12，5  10．6  27．5   7．0   6，1   7．3   9．9   

（総計＝l）  （1．00）  （0．85）  （2．20）  （0．56）  （0．49）  （0．58）  （0．79）   

②－①   0．5   0．3   1．0   0．2   0．1   0．4   0．4   

病 陪  I君主宿所1  「奔】∵浣T汀宿所  
大 学   公 的  ？主 人  個 人   

平成13中座  3D．4  ○ヰ．5  16．9】1．67   6．67  7．り3  0．じ7  7．5  ：．GO  0．1：三  ：．」9  3′コ5   
平成日中度  30．：  コ1，0  16．7  1．671 6．5丁璧 7．85 F o．60     7．3  ご．5？  0．1ご  ご．」ゴ  3．5丁   
平成15年塵  30．8  ：4．3  16．9  1．73  6．64】 8．031 0．53    7．ヰ  ：．51  0－1ニ  ：．」○  3－9：   
平成1l）牛虎  31．1  コ4．6  17．1  l．75  6．59  8．：1  0．50  76  ：．55  0．1コ  コJ13  1．ユ3   
平成17年庇  3：．4  コ5．2  17．⊥l  1．80  6．67  8．ご19  0∴1S  7．S  ：．58  0．1：｝  ：一亜  ∠l．5卓   
平成16年度㊥  32．ヰ  25．1  j7．ヰ  l．g6  6．53  β．5（∃  0．ヰご  丁．8  2．5】  0・‖Jコ・39   」．丁さ   
（†＃賎割合）  （川り％）  （77．5％）  （5：）．5㌔）  （5．7㌔）  f：り1射  （OG．1■も）  ＝．3＄）  【：1U㌔）  〈7，7㌔）  律．3㌔）  （7．1：、こ）  〔t－G－1）   

平成19年度l亘I  33．1  ：5．7  17、8  1．9ヰ  6．6：：  8．86  0．36  7，ウ  ニ．50  0．11  ：．3り  5．iT   
‖薫慮割告l  （10q％）  （76！悔）  （53．コ％）  （5．6％）  （19．8％）  l二G5％）  （1．1％）  （コ3．T％）  17．5ウL）  （り．3㌔）  （71㌔1  （15，5も）   

（言上庄）  1．00  0．58  0．ヰコ 0．08Jo．09f o．30／▲0．05      0．1日J▲D．口1   ▲＝吊▲＝f   G．・iヱ   
往l医科照院は、提督主惇別に分潤している．  
住：一 「丁七草研院」には．柄院♪うら、医官恥閑マムる芭柁織閑をカ和している．  
捜〕．J公的炉＝勘には，柄院のうら．園（独立行師友J、を旨む）の開放十る巴梓岨問．公的匡欄絶間（軌道府蛾l，市町†丁耶   

諷び辻妾保険閃†兵団伴（皇匝辻畠條康一童女i場合兵制 の川指すろ匹J賓的関と分和している．但L，已¶鈍間む「．fく．  
止」 圧稲井には．入声屠坤塵芥稽雲の賢用挿取びヽ院噂生者棺兼爪灯用頗が含まJlる．  

表6－2  医療費の伸び率（対前年度比）  
＝注けrら）  

総 計  僅険薫牒  
結構所  病 院  鵠種所  

大 草  公 的  法 人  個 人  
庇  3．コ  1．9  1．5  2．3  1．1  ニ．4  ▲ 5．7  ：．7  1．9  ：．1  1．り  1日．5  
度  ▲ 0．7  ▲：1  ▲ L5  0．一l  ▲1．5【▲1．1   ▲11．7  ▲ 3、5  ▲ 0．．1  ▲ 0．＝ ▲ 0．1  9．7   

平成16年庇   ：．l  l．ヰ  l．5  3．5  l．0  コ．1  ▲10．コ  1．1  ▲：．0  0．5  ▲ ニ：  9．9   
平成16iF塵   コ．0  1．：  0．7  1、：  ▲ 0．6  ：，l  ▲ 6．6  コ．5  0．3  0．7  03  7．8   
平成L7年塵   3．1  2．3  1 ウ  ：．91 1．1   3．‘l ▲・l．6   コ．5  1．1  0．5  1．1  8．7  
平成18年腫  

平成川隼腫  

往1．1日当たり医療狸とは、診原案日数当たりの贋横臥  
調剤では、処方せん1牧当たりの阻肝軋「（参考）入院外＋調剤」では、入院外及び調剤の医療費   

を入院外の受診廷日数で愉して得た値を計上する。  
注2．入院時食事棟襲の蟄用紙及び入院時生活療養の資用額が含まれる。医科分は医科入院へ、歯科分は   

歯科へ含めている。  

表了－1 主たる診療科別 医科診療所 医療費の推移  

l上酎立値円〉  

医村  
詣塘所  再刊・  小児刊  梱 い廷汀洲斗   政信科  窪婦人fト  眼科  耳鼻 咽喉科  その他   

平成1〇牛虎  75，550  37．156  3，21：  6．139  6．680  ：，7上19  ヱ．641  5，9コ53．5ざ9 L 7，エ107  
平成＝牛虎  7：，944  36，コ75  3、206  5．506  6．ヰ00  ：，703  コ．579  5，77：  3，151  7川51   
平成L5年妊  73．753 36．296「3．：35    5，417  6，707  0．772  2，5小l  S．8ア5  3，163  7．圭り   
平成川年度  75．603  37、1：5  3，363  5，3了＝  6．848  コ．855  ニ．5‖  6．075  3，636  7．816   
平成17年度  77．51：  37．861  3．35コ  5，318  7．191  ：，887  コ．5：三0  6．3173．686   8，381   
平成18年度㊥  77．71＝  38，018  3，430  5．151   7．＝78  ：．856  ：，196  ∃ 6．085  3．7ヰO18．689   
（イ＃成糾合J  （川朋＝  り∂．肪） （イ．凋）／（丘卵）    付．」㌔）  J3．7‰〉  （」．0雪） け飢）／ト一．椚〕；J＝．ニ㌔）   

平成19年度（≡1  7り，33：  38．837  3，349  5，138  7，575  コ．658  ：，510  6．148  3，丁75  9．Hl  

rl用成割合l  

し雪ノーt‡J   l13   

表5－2 1日当たり‾医療費の伸び率（対前年度比）  

（単位：％）  

（参考）  

総計  医  科  
P   

調剤   入院外  
入院  入院外  ＋調剤  

平成13年度   3．0   1．6   2．0   1．5   2．1   6．3   4．2   

平成14年度   1．0  ▲ 0．3   1．3  ▲1．7  ▲1．3   5．1   1．2   

平成15年度   3．5   2．4  3．0  2．4  ▲1．3   6．8   4．6   

平成16年度   1．9   1．1   1．5   1．3  ▲ 0．6   3．1   2．9   

平成17年度   3．4   2．5   乙4  3．1 o・0  6．2   4．8   

平成18年度   0．8   0．3   1．4   0．1  ▲1．8  ▲ 0．5   1．1   

平成19年度   4．1   3. 1 3・6  2．7   1．2   6．1   4．7   

注  医科i；環坪ごと山王たるごゝ稲村別に医科訪稽所をカ月して、匡柁突を典計し’rいう。  

表7－2  主たる診療科別 医科診療所 医療費の伸び率（対前年度比）  

L単位〉1ノ  

医科  
君主帝所  内科  小児科  外科  艶郡外科  慮肩†斗  蚕婦人子4  ほ科  耳鼻 咽嘩刊  その他   

平成13年度  2．7  3．3  3．3  ▲：．4】 ：．ウ   コ．ウ  1．5  ヱ．O 1．6   4．6   
平成＝年度  ▲ 3．5 ▲ コ．1   ▲1．1  ▲10．3  ▲ し二  ▲1．7  ▲：．3  ▲ コ．6  ▲ 3．6  ▲ 5．1   
平成15年度  1．1  0．l  0．9  ▲1．6  ヰ．S  ：．6  ▲1，4  1．6  0－3  5．6   
平成江平度  ：，5  ：，3  1 4．0  ▲ 0．8  ：．1  3．0  ▲1．3  3一・1  5．1  5．0   
平成17年度  3．5  ○，0  ▲ 0．3  ▲1．0  5．n  1．1  0．3  上0  
平成16軍塵  

平成19年底   

、5 －  



表8－1 受診延日数の推移  表10－1 1施設当たり医療費の推移  
（酬立  

総 計  保険  
診療所  柄 院  診療所  

大 学  公 的  法 人  個 人   
平成13年瓜  28．1  コ3．9  10．8  0．75  3．8l  5．69  0．59  13．1  4．1こ！  0．15  3．98  5．78   
平成‖年度  27．6  23．4  10．5  0，73  3．朗  5．57  0．5：三  12．9  4．17  0．15  4，0：三  6．03   
平成】5年度  コア．2  23．】  10．2  0．7二Z  3．53  5．47  0．45  l：三．9  4．14  0．15  3．99  6．20   
平成16年庇  ：7．3  23．0  10．0  0．71  3．43  5．45  0．40  13．0  4．18  0．16  4．02  6．18   
平成＝年度  27．2  2：．9  9．8  0．71  3．3：三  5．44  0．37  13．1  4．22  0，16  4．06  6．64   
平成1古平庇¢）  37．0  エコ．8  9．6  0．71  3．17  5．40  0．3：三  13．2  4．18  0．15  4．0：Z  6．90   
（構成割合）  （100■ふ）  （RJ．3％〉  （35．6ち）  （：．6≠）  （11．7％）  （：0．鍋）  ‖．孤）  （18．8ち）  （15．5≠）  （0．6％）  （トl．9別   

平成19平取包  26．7  2：．6  9．4  0．71  3．0こl  5．39  0．38  13．1  4．13  0，15  3．97  7．07  
冊掴沖値）  

（雷卜爪   

川皇位万円）  

院†斗  仲 村  
病 院  

保険張局  
給療所   

大 全   
病 柁  診療所  

公 的  法 人   個 人   
平成13年度  183．09＄  1．090．80l  375．2盲4  l07，3＝1  61．651  9．175  T．00：  3．93ヒ〉  8．034   

平成11年度  180，83－l  1．100．711  370，69【；  l：ヒ4．3：三7  60．049  9．056  じ．9：3  3，87▲l  S．1一に   

平成15年庶  lg」．310  】．1ご6∴Hl  375．」」l  1二：5．835  封．3」5  9、053  d，8郎    3，750   β．9ぶ6   

平成16年庶  186．835  l，134．9－15  376．411  1：！7．」78  63．738  9．191  6．968  3．7コ：  9．13：：   

平成17年度  191．85：  l．170．56コ  383．413  131．08：  61；，＝08  9．337  6．g53  3．735  9．9ニ6   

平成18年度一♪  19〇，03J  1，ヱ00．361  379．7・12  1：ll．1S5  朗．736  9，2gl  6．471  3．616  10，0」5  

平成1摘咽骨  

◎－①   7－‖ほ   686   133   l」   713   

注lミ摘冥日壮む取りまとふうている，f早晩苅局については、処方せん枚数を取りまとめている．  
注ニ・総計には、諮問習；匿ステーションの軍日杜を吉丸、l尾抜基局の処方せん旺汝を古か†■に計上している．  

表8－2  受診延日数の伸び率（対前年度比）  

表10－2 1施設当たり医療費の伸び率（対前年度比）  

（塑はつL）  

匡f斗  l哲†斗  

屑 院  
性憐薬局  

診療所  柄 院  君妄療所  
大 王苧  公 約  法 人   個 人   

平成13年庇   1．8   ：．9   1．4   l．3   ：．1   1．4   0．7   0，6  10．5   

平成11年庶  ▲ Lコ   0．9  ▲1．：  ▲2．4  ▲：．6  ▲ 4．4  ▲1．1  ▲1．6   5．1   

平成15年庶   1．9   コ．3   1．3   1．1   √l11  ▲ 8．0  ▲ 0．5  ▲ 3．2   6．4   

平成川中庇   1．4   0．8   0．3   l．5   3．9   1．5   1．2  ▲ 0．7   5．0   

平成17年庇   コ．7   3．1   1．9   3．8   3、9   1．6  ▲ 0．：   0．3   5．コ  

平成川中庇  0．1  ヱ．5  o，工  1．2  

平成19年庇  3．7  ヰ．1   3・4   3・5   1．1   1」   o・3   7．1   

（判立：％）  

総 計  悍険薬局  

大 学  公 的  ナ主 人  個  
診積所  病 院  言参府所  

人   
平成13年度  0．2  0．3  ▲ 0．1  1．0  ▲ 0．：  0．6  ▲ 7．4  0．7  ▲ 0．2  1．3  ▲ 0．3  9．6   

平成1・1年皮  ▲1．6  ▲ コ．Ⅰ  ▲ 3．5  ▲ 2．6  ▲ れ4  ▲ 2．1  ▲11．6  ▲ LO  0．9  1．7  0．9  4．4   
平成15年皮  ▲1、4  ▲1．5  ▲ 2、8  ▲1．4  ▲ 3．1  ▲1．7  ▲14．0  ▲ 0．4  ▲ 0．7  0．0  ▲ 0．7  2．9   

平成川年度  0．1  ▲ 0．1  ▲1．7  ▲1．0  ▲ 3．8  ▲ 0．4  ▲ 9．1  1．ヱ  0．8  0．7  0．8  4．5   
平成17年度  ▲ 0．3  ▲ 0．6  ▲1．8  ▲ 0，6！▲ 3，3   ▲ 0．ヱ  ▲ 8．0  0．2  1．1  1．0  1．1  2．4  
平成】さ年度  
平成19年腫   

表9－1 主たる診療科別医科診療所 受診延日数の推移  表11－1 主たる診療科別医科診療所1施設当たり医療費の推移  

（埠は．下日）  

底科  
帥即 納ト」明科    外科  地形外相  皮膚科  産婦人科  腫科  耳ぬ 咽喉科  その他   

平成13年庇   130．740  5ヰ．097  6．574  11．326  18．778  6．73l  4．163  9，G98  10．342  9．042   
平成＝年個   139，⊥176  53．770  6，548  10．568  19．170  6，714  4．066  9，558  10，045  9．039   
平成ユ5年皮   】コ8．915  5こ），005  6．569  10，079  1凱450  6．897  3，958  9，647  9，914  9J396   
平成】6年皮   130．430  53，こ170  6，711 9．8：5   19，659  7，06：  3，888  9，860  iO．113  9．843   
平成17年度   130，736  52．785  6，6691g．500   コ0，324  7－1：三6  3，854  10，095  10．101  10，281  

度戊  131．59l  52．909  6，918  9．177 20．584    7．コ40  31854  10．073  10．10コ  10，734  
含）  （100ワり  （10．〇Jこ．） （5．3≠）   （7．仇）  （15」汎）  （5．5％）  （：．鍋）  （7．7％）  く7．7■別  （8．二％）  

塵（雪ニ  131，：77  5：，437＝・658   8，8g5  20，988  7，233  3，8コ9  10，161  9－981  11．095  
rF■作成調合）  

（≡卜し‡）  

酎一  
座は二珊  

誇梶所  内科  小児科  〟ト科  股形外科  皮膚科  荘婦人科  恨f斗  耳鼻 咽喉科  その他   

平成l）牛虎  9．475  9，516  7．26l  10．168  1l．886  7，735  5．鋸5  10．口71  7．171  1：．789   

平成‖平成  9．056  9．コ05  7．076  g．433  11，0：9  7．41：三  5，833  g．570  7．158  11．677   

平成15年皮  9，053  ．9．153  7．00：Z  9．466  ユユ．229  7．・‖3  5．さ36  9，508J 7，】34   ユユ，667   

平成16年度  9，191  9，3ご11  7．11：  9，530  11，243  7．511  5，84：  9，605  7．446  11－577   

平成17年庇  9．337  9．512  6，963  9．63二1  11，533  7．166  5．9：7  9．7糾  7．507  11、691   
平成18年度¢  9．291  9．5ヱロ  7．015  ウ．5j？  ‖．353  7，290  5，967／ 9，刷   】 7，55Jl  11，50丁  

平成19年度⑦  

（亘J－しむ   133   187   拍5   19ニ   137   lコ0   18弓101   

表9－2 主たる診療科別医科診療所 受診延日数の伸び率（対前年度比）  表1ト2 主たる診療科別医科診療所1施設当たり医療費の伸び率（対前年度比）  

（単位二、〉ら）  

医科  
昌茅摺所  内科    小児f■1・  外科  整形外科  皮膚科  産婦人科  眼科  耳鼻 咽l悍料  その他   

平成13年腫  0．7   0．7  3．1  ▲ 4，8  2．1  り つ  1．1  ▲ 0．3  ▲ 0．1  3．6   
平成＝年偲  ▲1．0   ▲ 0．6  ▲ 0．4  ▲ 6，7  3．1  ▲ 0．1  ▲ 2．3  ▲1．4  ▲ 2．9  ▲ 0．0   
平成15年度  ▲ 0．4   ▲1．4  0．3  ▲ 4．6  1．5  コ、7  ▲ 3．6  0．9  ▲1．3  3．9   

平成川年度  1．：   0．9    ▲ コ，5  1．l  2．4  ．▲1．8  り つ  コ．0  4．3   
平成け年度  0．    ▲1．3  ▲ 0．6  ▲ 3，3  3．4  0．9  ▲ 0．9  2．4  ▲ 0．l  4．4  

平成1日隼庶  

平成ヱ9年度   

医科  
脚立・，も）  

誇靡所  内弔  小児科  外科  宝形外科  皮借料  在婦人科  間fヰ  這温 弓 その他   
平成13年度   1．4   ：．4   ：．0   0．1  ▲ 0．7   0．9   ：．1  ▲0．4弓  0，6   ▲0．：   
平成14年度  ▲ 4．ヰ  ▲ 3．3  ▲ ＝．6  ▲ 7．3  ▲ 7．＝  ▲ ヰ．＝  ▲ 0．：  ▲ 5．0  ▲ 十二  ▲ 8．7   

平成15年度  ▲ 0．0  ▲ 0．6  ▲l．0   0．5   1．8   0．1   0．0  ▲ 0．6  ▲ 0．3  ▲ 0．1   
平成16年庶   1．5   ＝．1   1．6   0．7   0，1   0．9   0．i    l．0   11】 ▲ u．占   

平成17年度   1．6   L8  ▲ コ．1   1．1   コ．6  ▲ 0．6   1．」   ：．G  0．8  1．0  
平成ユ£中座  o．】  0．7  o．7  O．6  

平成19年庇   1．4   2・0   2・0   1．7   ：・3   o・：   



（2）入院  

表12－1 1施設当たり受診延日数の推移  表14－1 入院 医療費の推移  

（姐也．万日）  

医 村  歯 科  楓瞼薬局  
病 院  診療所  病 院  診療所  

大 与二 弓 公 的   法 人  個 人   

平成13年度  11．7  48．9  01．4  9．1  5．4  1．64  0．90  0．63  1．43   
平成‖年度  11．3  ま17．9  コ0．6L  日．8   5，：  1．61  0．91  0．63  1．▲13   
平成15年度  11．1  二1G，7  i 00．0  8，6  5．1  1．58  0，90  0．6：  1．4：三   
平成川平度  11．0  上16．0  19．6  8．5  5．コ  1．59  0．91  0．6：三  1．45   

平成17年度  10．B  15，8  19．1  8．‘1  5．コ  1．57  0．91  0．6〇  1．43   
平成1鋸1三動1  10．G≧ 45．9   18．1  日．3  5．0  1．57  0．89  0．61  1．46   

平成19年度（喜J  10．G】 ニ15．9   18，0  8．3  5．0  1．56  0．88  0．60  1．47   

①－の  ▲0．1L t）．0   ▲ 0．4  ▲0．Ol▲0．1   ▲0．01  ▲0．Dl  ▲0．Dl  0．01   

庄  へ隅顆踵禅稽寛一r・常田舐互び八一祁‡生ほ博文の費用蘭カ・きま＝ろ．医村勺13匡11＼R→、菌†斗りは督†巨、古・1丁いる．  

表14－2  入院 医療費の伸び率（対前年度比）  

苫‡侍所  橘l：完  

大 草   公 的  法 人  個 人   
平成13牢旺  1．8  l．9    1．6  ：．8  ▲ 5．ニ  ▲ 仁8   l．8    上丁   

平成l’1年脛  ▲ り．ユ  ▲ 0l  ll  0．2  （」：】 ▲＝）・l   ▲〔G ▲ q阜    ▲ 0（1   
平祀15串壁  ：．0  t   ：．1〔   3．3   Ⅰ．G  1   3．iノ  ▲沌．むJ ▲」d∠   J7J  l7 
平成】6年疋  l．〇  l3  1．1  ▲ りニ  1（lL  ▲ 5．7   ▲  ）’  1．：   】1   
平祀I7年庇    ：3  Ll  l十  ㌣8  ▲．lニ  ▲  ロ  ▲l1  ▲lL   
平成18牢賢  ▲ 仇C  q．1  ユ．7  ▲l－d】  l．5   ▲l：．7  ▲    ▲ コ「」 ▲ 3l   
平明相手兎  ニ．8  ユり  」・0   l（－ 」・0   ▲ll一丁  ▲（ノF弓   ニ・G   

表12－2 1施設当たり受診延日数の伸び率（対前年度比）  

医 科  
病 院  診療所  病 院  診療所  

】大 草l公 的    法 人  個 人   

平J克13年、摩  0．コ  1．5  0．コ  ▲ 0．6  0．3  ▲ 0．5  ▲ 0．1  ▲1．5  3．9   

平成‖早便  ▲ 3、2  ▲：．1【▲4．3【▲3．4    ▲ 3．4  ▲：．0  0，7  ▲ 0．3  ▲ 0．0   

平成15年度  ▲：．∠1  ▲ 0．5  ▲ コ．3  ▲ 3．0  ▲ ヱ．1  ▲1．6  ▲1．0  ▲1．B  ▲ 0．3   

平成川平度  ▲1．叫 ▲1，4   ▲ L9  ▲1．1    0．コ  1．3  ▲ 0．1  1．8   

平成17年度  ▲1．2r ▲0．こl   ▲：．5  ▲0．日i o．1   ▲ 0．7  0．3  0．3  ▲ 0．9   

平成t8年圧  ▲〇．0l o．0   ▲ 3．6  ▲1、5  ▲ 3．3  ▲ 0．1  ▲ 2．：  ▲1．6  1．7   

平成甘牛皮  ▲ 0．5  0・0▲：・0▲0・1    ▲1．1  ▲ 0．8  ▲1．5  ▲1．8  0．9   

表15－1 入院 受診廷日数の推移  

舘晒洞「   描  
大 草   公 的  は 人  何 人   

平根13箪便  5．11  1．8  巾．：9    l，1－  ：．8ユ  q．ニIi】   り拍   0り＝  り IL   
平祀＝申爪  5．b  ▲l．8    む．3p   l．・】：  ：．8Ⅰ†  り．：1【  rノ．：〔l    巾．け【¢  i  む0【む   
平成」5匿ぽ  5．0  ・l．7  0．：8  lll  ユ．8：L   o．：1   q：3  0．q川  り．0＝）   

平成16好餌  5．0  」，丁  0．〇8  l－39  ：．85  q．1どl  U．：丁  l  rI．り10  0，01†）   
隕祀＝中償  5－0  ■l．7  0．：8  l．〇6  ＝．89  れ18  n．二d  り り1（j  8．ql（」   
草根18申瓜㊥  J．9  ・l－6  U．：8  l．31  ユ．9l   りIt  b，＝5  q．0川  り0川   
平成lり申疋l空）  申  」6  り．ニ7  l．ニT！  ：．93   りIl  n：、l  0．Ol【）  り〔1q   

l要一巾  ▲q01  ▲0．む3  ▲n．仙  ▲n03】 ＝コ   ▲0∩〇  ▲∩（‖  ▲口，［∩  ▲り「J「I   

衰15－Z  入院 受診延日数の伸び率（対前年度比）  表13－1 主たる診療科別 医科診療所1施設当たり受診延日数の推移  

言‡1席所   店r宅  
大 字   公 的  漬 人】値r 人   

平沢＝牒沌  ▲ り．：  ▲ n．11 ▲ q．コ   ▲ qG  D，rl  ▲ 了．rj  ▲ Lら  q一：L   」ニ   
平成1i牢爬  ▲l6  ▲l．l  ▲ q．1  ▲l．0  ▲ q．7  ▲llわ  ▲」．l  ▲l6    ▲17   
平成15串度  ▲ L．0  ▲ り．9  ▲ L了  ▲l一：  √∴さ  ▲に．l  ▲ 〇．、l  ▲l∴1  ▲1．：   
平伏11ユ牢死  ▲ り一3 ▲ 巾．1   ▲（上3  ▲1．4  ll  ▲ 了．」  ▲？．〔  q，汚  0．う   
平成l？亭蜜  ▲ け＝ f  ▲ 〃．〟   ▲l．J    ▲l．り  】．」  ▲ 63J ▲ ユ7   ▲ j．7  ▲17   
羊頑＝S中里  ▲1．」； ▲1二   ▲ わ．3 と  ▲ 3．r；    りR と  ▲1〇．F；  ▲1丁       ▲：β  ▲ 二 甥   
平成l射皐灰  ▲†J・り ▲〔・6   ▲1・り ▲エ6】 ＝▲lニ・8l▲＝      ▲∩・5 ▲／」「   

診療所  内科  小児科  外科  整形外科  皮膚科  産婦人科  服科  耳凱 lq叶紆ト  その他   

平成1：）年度   1G，39G13．S55   1∠i，7コ6  18，759  33，403  18．909  9，コ1：三  16，484  31，5：三7  15．569   

平成ト1年厚   16，075r13，6⊥上5   －   ● ●・     ●    18．上iOg  9．194  ユ5．糾7  20，B35f ユ4，970   
平成15年度   15，S04】13，367   い1，コ16  17，61：  3：．56：  18，515  9，079  15，613  ：0．‘1：三5  1上1．7：三7   
平成16年攫   15，85G  13，▲15ェl  1‘l．193  17．4：9  3：三．：75  1B，581  9－0ヱ15  15．588  20，700  14，580   

平成t7年度   15．74S（13，：6：   13，854  17．コ1コ  3ニ．596  18．4：三6  9．065  ユ5．65ご  コ0，572  ユ‘1，342  
15，7コ7  13．：∠19  14．147  17，01コ  3：．110  13，∠18l  9，コ13  15，G38  20，405  14．216  

15．595  い3，1u7  13．505  16．86g  31－988  18．043】9．313   15－811  コ0．020  14，089   

⑦－①   ▲13：三  ▲ ト上3  ▲64：「▲1揖▲104l▲438（1じOi173‘▲385        ▲1コ7   

表16－1 入院 1日当たり医療費の推移  

言さ醗所  】 」】＝  

1 l   

平皿13年咤   封．1吊   ：1．7l15   1ニ．コ了G  コl．lコ3   ：り．：n】  17．■ll〇  トL＝7  コ6．083  コC，りr1   
平成＝牒叩     1．」5（】    508丹  13．山川  1l．875   ：q．▲l」8  17．S57  【lりさり  2G．1髄  1G18：   
羊庁巳15牛皮     5．1〔1b    5．8ユロ  ・15．t3ユ    l＝．T：巾  ：l一り07  t3一小川  1l．：r17  ト 〕了．55〕  17，う巧1   
平成16年疋     5，56P  ：6．ニ〔再    15．935l   3．川7  ご【．コアイ／ r．ヴ．コアニ  JトJ引    ニj77〃J  コ7．丁ご7  

6．19：  ：6．8桐   1丁．コ61  3・l．1朋   二l8了81 18．了8ソ   ＝．しG6  17．nlシト  3丁t15了  
6．5G：  ニ7160   j8．机沌  ユ1Jつ8ニ   ：：．り5（】  】 】弓．7こ13  l〔、：71  〇丁81†」  コ丁う1」  
了．51ニ  ：R．11l   午l．1」5  3q．61：）   ：：．70（】  川．ウ67  15ヨ：l  叩．中一】5  1月．ウ5ヰ   

ゆ一小  ロコり   rJ封   ニ．▼ほ0  l．以＝   6Gl  ：ユl  トげ  l．＝川  L L・用   

表13－2  主たる診療科別 医科診療所1施設当たり受診延日数の伸び率（対前年度比）  

言な療所   再刊  小児科  外科  整形外科  駐借料  産婦人科  眼科  耳鼻 咽喉H  その他   

平成‖年度   ▲ 0．5  ▲ 0．コ  1．7  ▲ 〇．3  ▲1．5  0，3  1．8  ▲ 3．6  ▲1．1  ▲1．1   
平成‖宇摩   ▲3．叫 ▲J．5   ▲ L9  ▲ 3．G  ▲1．ユ  ▲ ご．6  ▲ 0．コ  ▲ 3．9  ▲ 3，コ  ▲ 3．8  

牢度  ▲1．G；▲：．0   ▲1．6  ▲ コ．6  ▲1．4  0．6  ▲1．：  ▲1．5  ▲ 3．0  ▲1．G  
年度  0．： o．6   ▲ 0．：  ▲1．0  ▲ 0．9  0．4  ▲ 0．4  ▲ 0．：  1．3  ▲1．0   

平成i7年度   ▲D，7j ▲ ユ．1   ▲ ユ4  ▲ ユ．0  1．D  ▲ D．8  0．コ  0．4  ▲ 0．6  ▲ ユ．6   
平鴫18年厚   ▲ 0．ユ  ▲ 0．1  ：．1  ▲1．コ  ▲1．5  0．3  ユ．6  ▲ 0．1  ▲ 0．8  ▲ 0．9   

佳 ＼楕円食半群貴市智明頂取U’＼指巧呈は噂饗しり晋喝研カ▲富士ilら．匡†lり【1医科1、花－＝鋸刃雄愕川一書■一∴てい亡．  

表16－2  入院 1日当たり医療費の伸び率 く対前年度比）  

jl′項所  朽 陀  病 指  
大 学l公 的   法 人  個 人i  

平成13峯贋  ：，∩  3．q  ニユ    l、邑  l．9  ▲ 臼．：    L6  l5   
諷成‖牒叩  1†  1．3    l5   ll  （1．シ  q．7  ▲【．     札∬   
平軋」5羊佗  3．り  3．り  5．り  ＝．？   ニ．7   ：．7 L   】      コ．r」  1q   
平方u川串爬  1．5  l．」  l7  l：r    t．8   lヨ       巾．1  り1   
平l稚lT軍産  ：」  ：．3  ニ9l   ニ．9i  ：．4    二，3       q．丁  nβ   
エ祀1S串竺  l1  l．1  3．〔1   ：」   り．S  ▲ 0∴1        ▲ りコ  ▲ りL   
平成19年∠茫  3石／ 1・り  舌・J／ J・7／ ニ川      11  Ⅶ      F  「r  山  



（3）入院外  
表17－1 入院1施設当たり医療費の推移  

表19－1 入院外 医療費の推移  （単位二万円）  

医科柄院  
大 学  公 的  法 人  栖 人   

平成13年庄  12軋993  795】708  254，963  9t，950  42，09‘l   

平成日中度  129．191  809．07ユ   256－0∂7  90，930  41，633   

平成15年度  132．475  B25．946  261，025  92，510  42，650   

平成16年厚  135，095  833，168  262．975  94．540  44，759   

平成17年度  138，780  846．751  267，610  97，572  46，667   

平成18年度①  139，532  865．197  266．1l‘l  98，215  ‘t5．572  

平成19年度②  

②－（D   5，832   791   

‡利江：兆円l  

悍険難局  
診療所  病 院  診療所  

大 学l公 的    法 人  個 人   
平成ほ年度  ユ2．ユ   5．0  0．亜  3．‖  エコ0  0．コ1  7．ユ  ユ57  0．0！タ   コ．49   3．25   
平成14年庶  ‖．7   4．8  0．44  3．03  2．11  0．18  6．g  コ．5（5  0．08  ご．・18  3．57   
平成15年皮  11．7   4．8  0．46  3．02  2．12  0．16  7．0  3．5（】  0．0∈‡  ：．4：  3．93   
平成16年度  11．9   4．7  0．47  1．99  2．12  0．15  7．2  コ．51  0．08  2．こ13  4．23   
平成17年度  1：三．    4．8  0．50  2．01  2．17  0．14  7．4  2．54  0．08  2．16  ごl、5g   
平成18年庶血  13．    4．7  0．5：：  1．95  3．15  0．i二：  7，」  2，」7  0．07  2．39  」，75  
平成19年度⑧  

②一①   

表1ト2  入院1施設当たり医療費の伸び率（対前年度比）  
表柑－2  入院外 医療費の伸び率（対前年度比）  

（単位：％） 医科病院  
大 学  公 的  法 人  個 人   

平成13年犀   2．2   2．7   2．0   1．6   2．6   

平成14年踵   0．2   1．7   0．‘l  ▲1．1⊇ ▲1．1   

平成15年匪   2．5   2．l   l．9   1．7   2．‘と   

平成川中厚   2，0   0．9   0．7   2．2   ‘l．9   

平成17年踵   2．7   L6   1．8   3．2   4．3  

平成18年皮  0．5  2．2  o．7  

平成19年度  ‘1．2  3．9  3・9   3・9   l．7   

（甑性：うも）  

保険薬局  
診療所  柄 信  診療所  

大 学  公 的  法 人  個 人   
平成13年度  1．9  0．5  3．8  ▲ 0．1  1．3  ▲ 6．7  2．9  1．9  り つ  1．9  1G．5   
平成トl年度  ▲ 3．9  ▲ 4．8  ▲1．7  ▲ 5．0  ▲ 4．3  ▲14．7  ▲ 3．3  ▲ 0．4  0．1  ▲ 0．4  9．7   
平成15年皮  0．7  ▲ 0．0  4．l  ▲ 0．5  0．5  ▲10．8  1．3  ▲ 2．1  ▲ 0．1  ▲ 2．1  9．9   
平成川中皮  1．3  ▲ 0．9  1．0  ▲1．8  0．1  ▲ 8．8  2．8  0，3  0．ヰ  0．3  7．8   
平成1丁年度  2．5  2．1  7．l  L3  3．3  ▲ 5．4  3．7  1．1  上：  1．1  8．7  
平成18年虔  

平成19年皮   ▲0．3   

表18－1 入院1施設当たり受診延日数の推移  表20－1 主たる診療科別医科診療所 入院外 医療費の推移  
（l醒†立：万日）  

医科柄院  
大 草  公 的  法 人  個 人   

平成13年度   5．21   18．78   ∂．11   4．5‘1   2．41   

平成14年度   5．15  18，8L   8．03   4．45   2．37   

平成15年度   5．13   L8．28   7．96   ‘L40   2，36   

平成16年度   5．16  18．14   7．92   4．‘t2   2．44   

平成17年度   5．18  L7．92   7．83   4．∠16   2．48   

平成18年度①   5．14  17．78   7．61  4．‘15  2．43  

平成19年妊（∋  5．17  17．57  7．56 4．49 2．‘l‘l   

（∋一①  0．03   ▲0．20   －●  ●■   

〔顆低：ほ円l  

医牲  
松橋所  内科  小児科  外科  地形外科  皮膚斜  産抑人科  n即斗  耳外 咽哺刊  その他   

平成13年座  71，ヱ76  35，784  3，221  5．470  6，079  2，739  2．024  5，586  3，556  6．816   
平成‖年度  68，906  34．956  3．186  4，901  5．831  2．694  1，970  5．ヰ76  3．肌7  6，二176   
平成15年度  69．780  35，003  3，：16  4．834  6，144  2，764  1．949  5，581  3．428  6，863   
平成川年度  71．丁22  35．869  3，345  」，8il  6．2郎  2．鋸7  ユ，9こ：8  5－79こ〉  3．605  7．コ35   
平成17年度  73．648  36．639  3．334  4．778  6，619  コ．882  1．951  6，033  3，65コ  7，761   
平成18年度l‡）  73，983  36，887  3，415  4．656  6．727   コ．850  1．択3  5－791  3，703  8．041   
り持戒割針  （100％）  伸＝矧  り．6射  （6．3㌔）  （9．川）  （3．9≠）  に．6％）  （7．S一札）  （5．0％）  （10．恥）   

平成19年庇蔓ノ  75▲593  37，747  3，334  4．651  7．018  2－85：三  1．93＝  5，838  3，741  8．480  
（㈹成割合）  

（！㌧－I†I   ∩   

表18－2  入院1施設当たり受診延日数の伸び率（対前年度比）  

表20－2 主たる診療科別医科診療所 入院外 医療費の伸び率（対前年度比）  （単位こ？′㌫）  

医科病院  
大 草  公 的  法 人  個 人   

平成13年庶   0．2   0．4  ▲ 0．3  ▲ 0．2   0．7   

平成14年厚  ▲l．l   0．2  ▲1．0  ▲ 2．0  ▲ L7   

平成15年度  ▲ 0．4  ▲ 2．8  ▲ 0．9  ▲1．0  ▲ 0．3   

平成16年妊   0．6  ▲ 0．8  ▲ 0．5   0．4   3．1   

平成17年度   0．4  ▲1．2  ▲1．1   0．8   1．9  

平成18年犀  

平成19年踵   0．7   o・9   0・5  

拍沌巨ミん〉  
医科  
診療所  内科  小児科  外科  粒形外科  皮膚科  産婦人韓  眼科  耳鼻 咽喉刊  その他   

平成13年圧  3．9  3．4  3．3  ▲ 2．2  3．4  ヱ．9  2．5  3．4  蒜T「．7   
平成11牛皮  ▲ 3．3  ▲ ヱ．3  ▲1．1  ▲10．4  ▲ 4．1  ▲1．7  ▲ ニ．丁  ▲：．0  E ▲3．打 ▲5．〕   
平成15年度  1．3  0．1  0．9  ▲1．」  5．」  2．6  ▲1．1il．9／ 0．3J 6．0   
平成16年度  3．8  3．5  4．0  ▲ 0．5  ：．1  3．0  ▲1．0  3．8  5．：－  5．1   

平成17年度  コ．7  3．1  ▲ 0．3  ▲ 0．7  5．：  1．2  1．2  」，1  1．い  7．3  

平成18年度  



表21－1 入院外 受診延日数の推移  表23－1 入院外 1日当たり医療費の推移  
【軽便：く寧日）  

宿 戸是  診楕所  病 院  言十巾ド十  
1大 草1ユさ 的1子夫 人 一 個 人   

平成13年庶    1と葺．8  6．Oo，4GJ2．372．臼6o．3：     1：）．8  4，1：  0．トl  3．98  5．78   
平成1」年産    i8．4  5．7   0．ニト1  2．2：』 2．76   0．：汚  1＝．7  4．1じ  0，1」  4．0こ三  6．03  

5年庶   1日．1  55  0．」4  3．1〇  コ，65  0∴H  1：！．6  4．13  0．トl  3．99  6．20  
Gf  度  J8．＝＋ 5．jJo．13   コ．05  2．60  0．コま  ユニ．8  4．エア  0．ユ5  4．02  じ．48  
灰  17．9  5．1 0，▲13  1．9（i  ：．55  0．19  1ニ．8  4．ニ1  0．15  ・1．06  6．64   

平成16年瓜も    17．9  ・l．9； 0．こ13  1．86  1 2．こ19】 0．17   l：．9  4．17  0．ト1  4，0：Z  6．90  
平成19年鳳ラ：  

l（≡｝－．丁，  

医 科  捷 啓  †郡生薬屏  
病院  診療所  病 院  言＝を楯所  

平成13年度  6．460  ●  ・  5．639  G．：」8岳 5．6コ9   

平成14牢度  6，347  8．355llO，031L 9．155   7．638  6，∠161  5．4‘13  G，1・i6  5．53∈・  G．168  5917   
平成15年度  6，500  日．738lO．571！9．5：4   7．9S3  6，801  5】53ご  G，061  5，5：7  G08ユ  16．3：0   
平成川年度  6．584  8，935Jユ0．β07／9．7ユ5   日．ユ53J6．94ユ   5，6ユ∠1  6，D二三7  5．5ユ4  G．0・j5，6．5】7   

平成17年度  6．791  9，39‖11，593  10．278  8，516  7．：57  5，747】G．0ニ9   J，JIJ  G，ロ47  6ノウコ1   
平成18年便（争  6．800  9．593111．933  10，518  8．638  7，446  5．7：9  5．9二三1  515：  5．913  G．88こl  

平成相中便セ  

（∋一①   1∈璽6   69   りJ   

表Zl－2  入院外 受診延日数の伸び率（対前年度比）  
表23－2  入院外1日当たり医療費の伸び率（対前年度比）  

（車はqい  

博聞薬局  
詣療所  病 院  吉夢頼所  

；大 与  ≒ 公 的   法 人l個 人   
平成13年庄  0．1  ▲ 0．2 1．7   0．1  0．3  ▲ 7．7  0．7  ▲ 0．ヱ   1，3   ▲ 0．2  9．6   

平成＝年牒  ▲ ニ．こ  ▲5，1L ▲・1．0   ▲ 6．二l  ▲ 3．5  ▲10、1  ▲ 0．9  0．9  1．9  0．9  ヰ．4   

平成ほ年度  ▲1，臼  ▲二L－り ▲ ユ．    ▲ 4．3  ▲ 3．日  ▲15．3！▲0．」   ▲ 0．7  0．1  ▲ 0．7  ：．9   
平成16中三促  ▲ 0．0  ▲3．O▲1．4   ▲ 3．7  ▲ コ，0  ▲10．6  1．3  0．8  0．7  0．8  4．5   
平成17年腰  ▲ 0．7  ▲〕．0 巳 ▲ 0．0   ▲J．コ  ▲ 2．0  ▲ 9．5  0．3  1．1  1．コ  l．1  コ．4  

平祓ほ年度  
平成19年攫   

言今暁所  病院言湘  
大 字ノ公 的 ∫ 法 人 〉 個 人   

平成13年度  1．5  0．6  1．1  ▲ 0．コ  1．0  1．1      0．9i コ．1   6．3   
平成1車辛磨  ▲1．7  0，3  2，4  1．5  ▲ 0．9  ▲ 3．0  ▲：．5  ▲1．3  ▲1．8  ▲1．3  5．1   

平成15年度  ：．4  ∠l．Gr  5．4〔‘l．0    ∠l．5  5．3  1．6  ▲1．上里  ▲0．コ／▲ エ．上i   G．8   
平成16年度  1．3  3．1弓 ：．4卜 2．0    ：．1  0．1  1、5  ▲ 0．6  ▲ 〇．コ  ▲ ニ シ  3．1   
平成17年度  3．1  5．3  7．11 5．日   4．▲上1 4．6   コ．‘1l o．0   0．C  0．0  G．：   
平成18年度  0．1  ：．1  〇．9  2．3  1，4  コ．6  ▲ 0．3  ▲ L8  ▲い＝ ▲1．6   ▲ D，5   
平成川平度  0．7  4．：  3．7  5．1  3．6  ：．3！「り  M   0．5  1．：  6．1   

表22－1 主たる診療科別医科診療所 入院外 受診延日数の推移  
表24－1 主たる診療科別医科診療所 入院外1日当たり医療費の推移  ㈹佃∴万日  

医竹  
醐所【州斗 ト」、鮒      外閂・  出汁けト科  輔相棒射、科   nRf斗  耳鼻 旧柄刊  その他   

三1三成13年庶  q  7．7：915   ．95・l  G－560  10，773  18，291  6．715  3．767  9，G45  10，331  8．693   
平成＝平成  6  d，599／5   ．65，9  6．53」  】0，059  ユ訊707  6．708  3．68J  9，5D7  ユD－035  8，709   
平成15年咋  ⅢトⅧ＝ 51，937     軋556  9，596  19．003  6，8g2  3．580  9．59日  9．90二l  9，071   
平成1が幸甚  1コ7．75052，14コ     G．700  g，3G6岳19．ココ8   7－057  3，517  9．813弓 丑104   9，5：3   
平成17年庶  1コ8∫15ご＝51，79日 G．658      9．0亡）9  19，905  7．1：コ  3．j93  10．050  10．093  9．965   
平成ほ拝明記  129．130   51，9BO   6，909  8，777  20，195  7，コ36  3．193  10．0コ8  10，Og3  10．4コ2   

冊川甘檎1  （100■■ム）   し10．コー■－）   （5．拙】（＝・1り （15．G・≠）    （5．6㍍）  （コ．7烏）  （7．81鳥）  （7．8脂）  （8．1％）   

平成Lり昭弘‡ノ  1コ8．91ごl   51．557   G．648  B．51コ  20．b16  7．ココ9  3，473  10．115  9，974  10．791  

【「師宥別き  

し≡トせ   

津皿：円1  

医科  
診療所 内科   小児科  外科  盤形外項 在椚   産婦人倒  蛇田1．品許】   その他   

平成1ニ）年度  5，580I6．758   4，9ユ0  5′077  3，3コ3】4，080   5，373∃ 5．79：i3，4‘i：    7．8こil   
平成14年度  5．443  6，638  4－877  4．87：三  3．117  ′1．016  5．350  5．7〔）0  3】エLO5L 7，二i37   
平一花15年度  5．532  6．740  4．906  5，037  3．：33l∠1－010   5．‘1435，815   3，－161  7，565   
平成川平度  5，61‘l  6，840  4，993  5，137  3．＝7i  4．03三i  5，1別f 5．9ロコ   さ 3．56日  7．597   
平成17年度  5．747  7，073  5．008  5．コ69  3．3：5  4．D4G  5．5866．00：   3．G19L 7、738   
平成18年既ふ  5，729  7．096  4．943  5．305l3．331i3．939    5．4795，775    3，6G9】7．71G  
平成19年皮eノ  

⑦－（D   13▲1   72   73   ▲3   

表24－2  主たる診療科別医科診療所 入院外1日当たり医療費の伸び率（対前年度比）  
表22－2  主たる診療科別医科診療所 入院外 受診延日数の伸び率（対前年度比）  

く．早旦「ユニ11「1〉  

医科  
診療所   内科  小児科璽 外科   整形外科  皮借料  産婦人料  眼科  耳軌 咽喉H  

平成13牢度    3．7  0．3  ：．7  1．1  0．7  1．1 3．6il．7  
平成‖年便  ▲ コ．5  ▲1．3  ▲ 0．7  ▲ 4，0  ▲6．：⊆ ▲1．6   ▲0．∠1▲0．6   ▲1．1▲5．：   
平成ほ年度  1．6  ユ，5j  D．6   3．4  3．7】▲0．】   j．8J ユ．0   皿  
平成16年度  1，5  1．5  1．8  コ．0  1．：  0．G  0．7弓 1．5㌢  3．ユ  
平成17年度  ニ．′1  3．4  0．3  3．6  1．7i o．3   1．gl．7 ユー1    コ、5  
平成1S年度  

平成19年度   

（尽位，つふ1  

医科  
言夕府所  内科   小児科～醐／断けけ‡／皮錮     産婦人科  鮒 2遠見その他   

平成】3年度   0．7  0．7   3．1l▲4．8   り り  ：．3  1．3  ▲ 0，3  ▲ 0．1  3．7   
平成＝年度   ▲0．両 ▲0．‖ ▲0．ニ1     ▲ G．G  ：．3  ▲ 0．1  ▲ 2．3  ▲1．4  ▲：，9  0．2   
平成15年灰   ▲ 0．4  ▲1．1   0．3  ▲ 4．6  1，6  3．7  ▲：．8ll．0   ▲1．3  4．コ  

年度  1．3  トロ   コ．コl▲：．1   1．3  2．1  ▲1．8  り り  コ．0  5．0   

平成上7年度   0．＝ ▲】．     ，▲ 0．6  ▲3．コJ 3．5   0．9  ▲ D，7  2．」  ▲ 0．1  4，6  
平成IS年度  

平成四年度  



表25－1 入院外1施設当たり医療費の推移  表27－1入院外1施設当たり受診延日数の推移  

（単位：万円）  

医 科  歯 科  保険薬局  
病 院  診療所  病 院  診療所  

大 学  公 的  法 人  個 人   
平成13年度  54ノ104  295，093  1：三0，：91  35，371  19．557  8，939  4，7」5  3．936  8．034   
平成14年度  51，643  391．6▲10  1l▲1，610  33．397  18，416  8，555  q．702  3．874  8，44コ   
平成15年度  5l．865  300，195  114．416  33．1：5  18，695  8，565  4，650  3，7・19  8．986   
平成沌年度  5ユ′7dO  301－777  113，436  3：≡，938  18．979   8．719  ▲1．693  3．73ユ  9．432   
平成17年度  53．072  3：3．811  115．803  33，510  19，541  8，871  」．719  3，734  9，9：：6   
平成18年度㊥  5：．501  335．16じ  113，6：Z8  33．971  19，16・l  8，84：Z  4，315  3．616  10．045  
平成】9年鳳9  

②－①   

【由比：■万日l  

医 科  
病 院  診療所  病 院  諮療所  

大 学  公 的l法 人   個 人   
平成13年度  6．5  30．1  13．3l 4．6   2．9  1．60  0．84  D．63】1．43   
平成‖年度  6．2  29．1  12．5  4．‘l  2．9  1．57  0．85  0．63  1．43   
平成15年度  5．9  コ8．4  10．0  4．1  二，丁  1．55  0．84  0，6：  1．4：   
平成16年度  5．8  ：7．9  11．7  4．0・  ：．7  1．55  0．85  0．6：三  1．45   
平成17年度  5．6  37．9  11．3  3．9  0．7  1．54  0．86  0，60  1．43   
平成18年既tお  5．5  38．1  10．8  3．8  2．6  1．54  0．84  0，61  ユ．46  
平成19年度虔J  

①－①   

表25－2  入院外1施設当たり医療費の伸び率（対前年度比）  表27－2  入院外1施設当たり受診延日数の伸び率（対前年度比）  

（壇吐こq占1  

医 有事 蛤 科  保険莱局  
病 院  診療所  病 院  診場所  

大・筆  公 的  法 人  個 人   
平成13年皮  0．1  2．3  0．‘1  ▲ 0．9  ▲ 0．0  ▲ 0．5  ▲ 0．1  ▲1，5  3．9   

平成‖年度  ▲ 4．9  ▲ 3．4  ▲ 6．1  ▲ 4．8  ▲ 3．0  ▲1．9  0．9  ▲ 0．3  ▲ 0．0   

平成15年度  ▲ 4．0  ▲ 3．3  ▲‘1．0  ▲ 5．1  ▲ 3．6  ▲1．5  ▲ 0．9  ▲1．8  ▲ 0．3   

平成16年度  ▲ 2．3  ▲1．8  ▲ 3．8  ▲ コ．6  ▲ 0．5   0．3  1．：  ▲ 0．1  1．8   

平成17年皮  ▲ 0．6  0，2  ▲ 3．5  ▲ 2．6  ▲1．5  ▲ 0．6  0．5  0．3  ▲ 0．9  

平成18年庶  

平成19年虔   

医 科  
病 院  飴標所  病 院  診場所  

大 学l公 的    法 人  個 人   

平成13年厚  0．7】 3．‘1   ■0，3  0．1  1．0  1．7  0．9  0．6  10．5   

平成＝年鳩  ▲‘1．5  ▲1．2  ▲‘l．7  ▲ 5．6  ▲ 5．8  ▲ 4．3  ▲ 0．9  ▲1．6  5．1   

平成15年度  0．▲1  ：．9  ▲ 0．ユ  ▲ 0．8  1．5  0．1  ▲1．1  ▲ 3．〇  6．4   

iド成16i早婚  ▲ 0．3  0．＝ ▲0．9l▲0，6    1，5  1．8  0．9  ▲ 0．7  5．0   

平成17年度  2．6  7．3  2．1  1．7  3．0  1．7  0．5  0．3  5．2   

平成ほ牛皮  ▲1．1  3。5  ▲1．g  ▲1．6  ▲1．9  ▲ 0．3  ▲ 臥6  ▲ 3．：  1．2   

平成川平頑  ユ5   4．5  ○，0  2．3  ▲ 0．6  1．6  ▲1．1  ▲ 0．7  7．1   

表26－1 入院外 主たる診療科別医科診療所1施設当たり医療費の推移  表28－1 入院外 主たる診療科別医科診療所1施設当たり受診延日数の推移  
（恥性：万円）  

医科  
詐韓所  内科  小児科  外科  波形外科  皮膚科  産婦人科  眼科  耳鼻 咽喉科  その他   

平成13年度  8．939  9．ユ65  7．ニュ5  9．D60  ユD．8】3  7．707  4′479  9，494  7．40コ  11，737   
平成ト1年壁  8，555  8，871  7，03：  8．387  10，047  7，386  4．‘154  9，079  7，087  10．7：三6   
平成15年度  8，565  3，Bコ7  6，961  8．車16  10．285  7，∠1：0  4．470  9，U33  7．D63  1D，755   
平成ユ6年庄  8，7197 9．0コ5  7．074  8，535     川，3ヱ6  7．491  ‘L．486  9，157  7，379  10．716   
平成17年度  8，871  9．：05  6．937  8．657  10，615  7，45：  4．589  9．35コ  7，438  10．826   
平成18年虎魚  S．B▲1：  9．コ37  6，閃4  8，631  10．494  7．276  4，573  8．990  7．4∈享0  10，650  
平成19年躍t矛  

eト①   13∈‡   94   3∠1   119   

【担任：日）  

医科  
診療所  内科  小児科  外科  整形外科  皮膚科  産婦人科  眼科  耳朴 咽I倖科  その他   

平成13年虔  16，019  13，563  14，694  17．844  3：三，536  18．89：三  8．337  16．393  31．50・1串14，96g   
平成‖年度  15，718  13．363  14．419  17，215  3：Z，336  18，393  8．3：27  15，76：  ：0，Sl上l  14、4：三3   
平成15年庶  15．483  13．098  14，188  16．767  31．814  18，502  8、：13  15．534  ：0，405  14．〇17   
平成16年度  15，530  13．195  14，168  16．615  31，567  18，569  8，182  15．515  〇0，6Bコ≡ 比106   
平成17年度  15．437  13．014  13．B33  16，431  3119：4  1∈‡．417  B．：15  15，581  ：0．555  13，901   
平成18年度¢）  15，433  13．017  1▲l．127  16．370  31，504  18．472  8．347  15．563≒：D，387   13．803  
平成19年死◎  

（9－G）   9日l17コ⊆▲38コ  

表26－2  入院外 主たる診療科別医科診療所1施設当たり医療費の伸び率（対前年度比〉  表28－2 入院外 主たる診療科別医科診療所1施設当たり受診延日数の伸び率（対前年度比）  

欄虻：一‡い  

医科  
診療所   内科  小児科  外科  整形外科  皮膚科  産婦人科  眼科  耳鼻 咽喉科  その他   

平成り年度  】．り  つ．4   2．0  0，3  ▲ 0，2  0．9  3．コ  1．0  0．6  ▲ 0．1   
平成14年度  ▲4．3l▲3．：   ▲：．5  ▲ 7．4  ▲ 7．1  ▲ 4．3  ▲ 0．6  ▲ 4．4  ▲ 4．3  ▲ 8．6   
平成15年咤  0．1  ▲ 0．5  ▲1．0  0．7  2．4  0．5  0．4  ▲ 0．5  ▲ 0．3  0．3   
平成沌年度  ユ．8  エコJ l．6   ユ．0  0．4】 1．0】 0．4    1．4  4．5  ▲ 0．4   
平成17年托  1．7  0．0  ▲：．1  1．4  ニ．8  ▲ 0．5  ＝．3  ＝．1  0．8   1．0  
平成18年度  

平成1ウ牢度   1．1  

周用L1ら）  

医科  
診療所  内科  ′ト児科  外科  整形外科  皮膚科  産婦人科  眼科  耳胤 咽哺科  その他   

平成13年度  ▲ 0，5  ▲ 0．2  1．7  ▲コ．＝ ▲1．3   0．3  3．O▲：．5   ▲1．1  ▲1．0   
平成‖年度  ▲1．9  ▲1，5  ▲1．9  ▲ 3．5  ▲ 0．9  ▲ 3．G  ’▲D．1i▲3．B  

平成15年度  ▲1．5  ▲ コ．0  ▲1．6  ▲ コ．6  ▲l．3  0．G  ▲1．4  ▲1．4  ▲：．0  ▲1，4   
平成16年度  0．3    0．7   ▲ 0．1  ▲ 0．9  ▲ 0．8  0．4  ▲ 0，4  ▲ 0．1  1．4  ▲ 0．8   

平成19年庶   



中医協 総－1－2  

2 0， 7．16  

最近の調剤医療費（t井処理分）の動向の概要  

～平成19年鹿版～   

1 平成19年度の電算処理割合は、医療費ベース、処方せん枚数ベースともに8   

割を超えている。処方せん1枚当たり調剤医療費について、調剤レセプト全体と電   

算処理分を比較すると、その差は0．2％で小さい。平成19年度の処方せん1枚当   

たり調剤医療費の対前年度比は6．1％であり、電算処理分の処方せん1枚当たり   

調剤医療史の対前年度比は5．8％となっている。  

表1調剤医療費の全数と電算処理分の比較  

2 処方せん1枚当たり調剤医療費（以下、電算処理分に限る。）の内訳をみると、技   

術料の割合が26．3％、薬剤料の割合が73．6％となっている。対前年度比は、技   

術料が1．2％、薬剤料は7．5％となっており、薬剤料の伸び率が高い。薬剤料の   

約85％を占める内服薬についても、その伸び率は7．7％と高い。  

表2 処方せん1枚当たり調剤医療費の内訳  

一‾‾‾叫－■′■‾  

ぎ雇議面前嘉  0．1  0．2  

実数  対前年度比（％）  

平蛇17年平餌年度平成19鞘    平成18年度  平成19年度   

全  ‘15，927  47，468  51，673   3．4   8．9  

数   66，363  68，955  70，739   3．9   2．6  

1牧当たり調剤医療㌍（円）   6，921  6，884  7，305  ▲0．5   6．1   

電  調剤医療費（億円）   25，658  33，305  41．803   29．8   25．5  

電算化率（％）   55．9   70．2   80．9  

処方せん枚数（万枚）  36，777  48，106  57，089   30．8   

抗 】電界化率（％）  55．4   69．8   80．7  

1枚当たり調剤医療興（円）   6，977   6，923   7，322  ▲0．8  5．8  

牒描処理分／全数   1．008   1．006   1．002  



3 処方せん1枚当たり調剤医療費を年齢階級別にみると、年齢とともに高くなり、75   

歳以上では9，220円と、0歳以上5歳未満の2，929円の約3倍となっている。対前   

年度比については、20歳以上で5％前後の高い伸び率になっている。  

表3 年齢階級別処方せん1枚当たり調剤医療費  

4 内服薬の処方せん1枚当たり薬剤料4，571円を、処方せん1枚当たり薬剤延種   

煩数、投薬日数、1日当たり薬剤料に分解すると、各々2．83、17．9日、90円とな   

っている。また、内服薬の処方せん1枚当たり薬剤料の伸び率7．7％を、処方せん  

1枚当たり薬剤延種類数の伸び率、投薬目数の伸び率、1日当たり薬剤料の伸び   

率に分解すると、各々1．1％、3．5％、2．9％となっており、投薬日数および1日当   

たり薬剤料の伸び率の影響が大きい。  

表4 内服薬 処方せん1枚当たり薬剤料の3要素分解  

実数（円）  対前年度比（％）  

平成17年度  平成18牢度  平成19年度  平成18年度  平成19牢度   

総数  6，977   6，923   7，322  ▲ 0．8   5．8   

0歳以上5歳未満   2，892   2，865   2，929  ▲ 0．9   2．2  

5歳以上10歳末満   3，838   3，750   3，875  ▲ 2．3   3．3  

10歳以上15歳未満   4，556  4，359   4，545  ▲ 4．3   4．3  

15歳以上20歳末滞   4，558   4，492   4，694  ▲1．5   4．5  

20歳以上25歳未満   4，668  4．604   4，828  ▲1．4   4．9  

2ら歳以上：〕0歳未満   4，892  4，856   5，103  ▲ 0．7   5．1  

：∋0歳以上35歳末潤   5，193   5，167   5，430  ▲ 0．5   5．1  

35歳以上40歳未満   5，664  5．643   5，957  ▲ 0、4   5．6  

40歳以上45歳未満   6．230  6，195   6．535  ▲ 0．6   5．5  

45歳以上50歳末摘   6，824   6，767  7，120  ▲ 0．8   5．2  

50歳以上55歳未満   7．351   7，275   7，635  ▲1．0   5．0  

55歳以上GO歳末滞   7，828   7，751   8，133  ▲1．0   4．9  

60歳以上G5歳末溺   8，065   7．998   8，423  ▲ 0．8   5．3  

65歳以上70歳末潤   8，290  8，192   8，600  ▲1．2   5．0  

70歳以上75歳末滞   8，552  乳446   8，875  ▲1．2   5．1  

75歳以上   8，817   8，751   9，220  ▲ 0．7   5．4  

実数  対前年度比（％）  

平成17年度  平成18年度  平成19年度  平成18年度  平成19年度   

内服薬1枚当たり薬剤料（円）   4，296  4，243  4，571  ▲1．2   7．7  

処方せん1牧当たり薬剤埠慌頬杖   2．77   2．80   2．83   1．0   l．1  

投薬日数（日）   16．7   ユ7．3   17．9   3．2   3．5  

1日当たり薬剤料（円）   93   88   90  ▲5．3   2．9  



5 内服ホの処方せん1枚当たり薬剤料を薬効大分類別に見ると、循環器官用薬が  

1，360円と最も高く、次いで中枢神経系用薬が555円となっている。対前年度比は   
血液・体液用基が13．的らで最も高く、呼横器官用薬が▲4．3％で最も低い。   

表5 内服薬 薬効分類別処方せん1枚当たり薬剤料  

6 内服薬の薬効大分類別に後発医薬品割合をみると、ビタミン剤が最も高く、43．   

4％、次いで呼吸器官用薬が13．2％となっている。対前年度差は、抗生物質娘剤   

が1．69るポイントで最も高く、泌尿生殖器官および肝門用薬が▲0．5％ポイントて   

最も低い。   

表6 内服薬 後発医薬品割合（薬剤料ベース）  
棄故（円〕  対前年度比（りら）  

平成17年便  平成18年庶  平成19牛皮  平成18平爬  平成19平腫   

内職牒巨は敬  4．コ96  4．コ43  4．571  ▲l．コ   7．7   

11中陪神経系用粟  
ごぼ5   500   555   3．コ   ＝」   

112催眠鯖占挿l；杭不安剤  7▲1   7′1   78  ▲0．5   5．コ  

111解熱摸柿消炎称  Bi 76  81  ▲5．4 6．5  

116抗パーキンソン剤  60   6コ  ▲コ．0   〇．7  

117惰神仲糧牒個   168   183   20〔I   臥7   14．3  

119その他の中伍神速用剤   7l   78   95   10．1   コ1．6  

1．コ76  1．：60  1．360  ▲l．3   7．9  

212不整脈用刺   92   85 即   ▲7．0   2．3  

21ト1血圧降下剤   53：2   5∠16   605   コ．6   10．9  

217血管拡張剤   ：86   コ75   コ86  ▲3．9  4．0  

218高脂血症用利   コ83   コ7：！   ：9∠1  ▲4．0   臥コ  
22呼吸器官用薬  90   8コ   78  ▲8．7  ▲4．3  

23消化器官胴薬  470   457   487  ▲2．9   6．8  

！232消化性檎招許  357   3▲豊l   364  ▲4，5   7．0  

239その他の消化灘官用薬   53   54   5B   コ．7   7．l  

25泌尿生殖器官および肛門用薬  11‘l   lilII 125  ▲：！．0   13．0  

：う1ビ々ミン剤  115   108   111  ▲64   ‘つ5  

32江宣賽強壮薬  57   58   6コ   ユ．0   7．0  

弓325妄E白アミノ酸里剤  50   50   54   1．コ   7．5  

33血子種・俸漕間薬  ココ1 ご29 260  1．8   13．6  

39その他の代謝性医薬品  上105   ‘1コ0   471   3．6   l二三．1  

396糖尿病用剤  151   158   179   4．6   13．0  

399他に分増されない代別個医薬品  17コ   180   207   5．0   14．5  

L12J価喘用韮  コ08   ：15   コ33   30   83  

・122代謝桔抗削  82   78   79  ▲3．9   1．コ  

▲129その他の腰痔用薬   1：：：   131   146   丁十〕   115  
」ご1アレルギー用薬  31：：   300   324  ▲4．0   8．1  

52横方製剤  88   86   93  ▲1．6   81  

61抗生物質製剤  17l   161   157  ▲5．5  ▲2．5  

613グラム鳩性・悟性粛に作用する史の  89   ▲‖．4  ▲コ．8  

61」ブラ⊥相性臥マイコプラブ†に作用う‾る1」の   丁ご   73   70   0．3  ▲3．2  

62化学療法剤  194   176   173  ▲9．l  ▲16  

62－1合成抗菌剤   53   5：〉  54  ▲：．9   4，3  

625抗ウイルス剤   75   70   70  ▲6．6  ▲0．0   

実数（％）  対前牢僅差（うもホ●ィント）  

平J詑17年皮  報1。年度平成購壁       平成j∂牢上空†平否ゃ19¢疋   

内限薬パ総数  4．6   5．：   5．5   0．6   0－1  

11中伯仲孟幕系用薬  ：．3   コ．4   ：．ト   0．：1  01  

112催眠鎮静剤、抗不安剤   3．0   3．6   J1   0－5   05  

11J解熱鎮痛消炎剤   ▲l．3   4．9   5∴   0．6   0．コ  

116抗パーキンノン剤   コ．0   コ．3   ユ5  0．3と  0．コ  

117精神神経用剤   1．コ   l．コ   1．5   0．0   0．コ  

119その他の中枢神経用剤   0．3   0．2  0．コ  0．0    ▲8．ロ  

21絡環器官用薬  コ．7   3．：   3．‘1   0．5   0．コ  

212不整脈用剤   3．4   3．7   ∫ll   0．3   0．∠1  

21・」血庄降下剤   1．0   1．コ   1．3   0，コ   0．1  

217血管拡張剤   l．5   コ．1   ：6   0．6   0．5  

218高脂血症屑剤   5．3   6．3   6こj   l．0 ～    ロ．ご  

22呼吸器官用某  13．：   13．4   13コ   0．コと  ▲0．3  
23消化器官用築  6．5   7．9   8．5   1．3 06  

232消化性潰瘍剤  4．：   5．3   5．り   1．コi o．b  

239その他の消化器官用薬   1．コ   l．3   l．：   0．1  ▲0．1  
25泌尿生栢器官および肛門桐薬  3．8   5．」   ヰ9   ユ．8    ▲0．5  

31ビタミン剤  4l．9   qコ．6   ヰ3．⊥i   0．8   

32滋糞強壮薬  2．0  二≡．3  11・〕   0」】  ▲0．1  

325蛋白アミノ酸製剤   1．5   1．7   l．5   0．コ  ▲0．コ  

3B血清・体潤用薬  6．6   7．∠1   ／．b   0．9  〇∴  

39その他の代謝性医薬品  4．】   5，3   5．7  

396糖尿病用剤   2．7   4．8   5．6   ニー1   0．8  

399他に分栢されない代謝性医薬品   Ⅰ．g   ご．8  3．ご  上．0   0．3  

42腰痛用塞  1．3   1．：さ   ▲00    ▲0－0  

ユ22代謝桔抗剤   0、1   0．1   01  ▲0．0 ▲0．0  

こ129その他の膿癌用薬   コ．1   ：．0   1．9  ▲01  ▲0－1  

LHアレルギー用薬  ：．9   コ．9   3．6   0．0   0．7  

52漆方異動  

61抗生物質製剤  1．1   コ．5   11  1．＝  1．6  

613グラム陽性・陰性菌に作用するもの   1．：   1．上1   l．9   0．3 0．」  

611プラ⊥陽性臥マイコプラズマに作用する寸．の   0．4   3，3   6．1   コ．9 ‥ユ．1  

62化学療法剤  4．1   4．9   5，5   0．8   0．5  

62⊥い合成抗菌剤   0．9   ユ．0   1、ご  0．D【 D、ご  

625抗ウイルス剤   4．7   4．5   四  ▲0．3j  ▲〔．7  注）表示していない項目（魂g効）があるので、内訳を足し上げてむ総数と一致しない。  

5  



中 医 臨 総－ 2   
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主な施設基準の届出状況等   

○ 診療報酬を算定するに当たり、施設基準の届出等が必要となる主なものについて、各年7月1日現在における届出状況を取りまとめたものである。   

○ 届出状況については、社会保険事務局において閲覧に供することとしている。  

○ 病床を有する保険医療機関数の推移  
平成17年   平成18年   平成19年   

施設数   9．126   9．161   8．986  
病院  

病床数   1．558．747   1．575．178   1．563．065   

施設数   13．588   12．508   11．907  
有床診療所           病床数   

162，088   152．147   149．501   

1初診料関係  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
電子化加算   ・診療報酬吉書求に係る電算処理システムの導入  5．026   6．135  

・個別の兼用ごとに区分して記載した領収証の交付  53．386   69，749  

・言式行的オンラインシステムを活用した診療  

報酬請求（400床以上の病院に限る）  （複数選択あり病院・診療所計）  

・その他選択的に具備すべき要件のいずれか   5．789   7．250  
に該当  試行的オンラインシステムを活用した請求  446   581  

求めがあった時に詳細な明細書を交付  46，500   62．164  

バーコード、電子タグ等による医療安全対策  550   710  

インターネットを活用した予約システム  1，647   2．032  

診卿責報の電子的提供  4．678   5．837  

検査、投薬等に係るオーダリングシステム  3．306  4．651  

電子カルテによる診療録管理  11．124  14．512  

医用画懐管理システム  8．272  10，967  

遠隔医療支援システム  76   99   

2 入院料等関係  

（1）入院基本料  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：医療機関数／中段：病棟数／下段：病床数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・一般病棟における看護実質配置・看護師比率、平均在院日数に応じて7対1から15対1に  5．810   5．629   5．534  

一般病棟入院基本料            区分  16．287  17．102  16．038  
738．059  731．566  715．413   

・療養病棟における医療区分等に応じて区分  3．744  3．741  3．708  

療養病棟入院基本料  5，194  5．881  5．749  
196，948  220，071  209．968   

一緒核病棟における看讃実質配置・看護師比率、平均在院日数に応じて7対1から20対1に  266   236   236  

結核病棟入院基本料            区分  318  275  265  
10．829  9．696  9，220   

・捕神病棟における看護実質配置・看護師比率、平均在院日掛こ応じて10対1から20対1に  1．425   1，385   1，381  

精神病棟入院基本料            区分  3．949  3．854  3，600  
219．560  207．385  197，812   

・特定機能病院の一般病棟における看護実質配置・看護師比率、平均在院日  一般病棟   81   81   81  
数に応じて7対1から10対1に区分  1．440  1．443  1．440  

64．727  64．596  63．799  

・特定機能病院の結核病棟における看護実質配置・看護師比率、平均在院日  結核病棟   14  13  14  
特定機能病院入院基本  
料  

14  12  14  
305  238  238  

・特定機能病院の精神病様における看護実質配置・看護朗比率、平均在院日  精神病棟   74  72  72  
数に応じて7対1から15対1に区分  80  75  76  

3．616  3，422  3，345   

・専門病院の一般病棟における看護実質配置・看護師比率、平均在院日数に応じて7対1か  16   16   20  
専門病院入院基本料            ら13対1に区分  135  129  133  

6．056  5，652  5．890   

・児童福祉法に規定する肢休不自由児施設及び重症心身障害児施設等の一般病棟  462   590   778  

障害者施設等入院基本             ・重度の肢体不自由児（者）等を概ね7割以上入院させている一般病棟  料  841   り87   1．403  
・上記について、看護実質配置・看護師比率に応じて10対1から15対1に区分  36．165   44，693   60．521   

・看護配置に応じて1及び2に区分  10，064  8，703  8．485  

有床診療所入院基本料  

119．615  107．310  106，494   

有床診療所療養病床入  
・看護配置及び看護補助配置基準を満たしたもの  1，938  1，670  1，283  

院基本料  
14，843  13．103  10．594  



（2）入院基本料等加算  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：医療機関数／下段：病床数）  

平成17年  平成18年  平成19年   

・常勤の医師数が許可病床数の12％以上  160   192   206  

入院時医学管理加算            ・入院以外の患者数が入院患者数の1．5倍以下 等  59．290   54，394   69．251   

・単独型又は管理型臨床研修病院※平成18年より協力型臨床研修病院を追加  
臨床研修病院入院診療    ・診療録管理体制加算の届出を行っている  750   1，203   1，259   

加算  
・研修医2＿5人につき指導医1人以上等  

救急医療管理加算・乳幼  ・休日又は夜間における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる保険医療機  2．946   3．398   

児救急医療管理加算  であって、地方社会保険事務局長への届出を行っているもの  

・1名以上の診療記録管理者の配置  2．101   2，457   2．718  
診療録管理体制加算            ・診療記録管理を行うに必要な体制、適切な施設及び設備の整備 等  627，680   703．720   746，799   

・重度の肢体不自由児（者）等を概ね7割以上入院させている一般病棟又は精神病棟  
特殊疾患入院施設管理    ※平成18年6月30日までは療養病棟も対象  

1．119  1183 856  

加算  87．001  56，051  55．646   
・看護要員の実質配置が10対1以上等  

・新生児入院医療管理が必要な新生児を概ね7割以上入院させている一般病棟の病室  
新生児入院医療管理加    ・小児科医師の常時配置  67  72  70  

算  743  742  722   
・常時、入院患者数と助産師又は看講師数の比が6対1以上  

療養環境加算   
・1床あたりの平均床面積が8平方メートル以上ある病室 等  1．537  1，775  1，958  

183．465  209．430  226．662   

重症者等療養環境特別  ・常時監視を要し、重症者等の看護を行うにつき十分な看護師等の配置  2．325   2．375   2．428   

加算   ・個室又は2人部屋の病床であって、重症者等を入院させるのに適したもの 等   

・長期にわたる療養を行うにつき十分な構造設備、必要な器械・器具が具備されている   1．960   1，387   1．547  

機能訓練室、適切な施設  122．442   85，156   98，710  

・医療法施行規則に定める医師・看護師等の員数以上の配置等  982   906   707  

療養病棟療養環境加算  
2  

33．315  49，188  33．050  
191  946  930  

3  

10．670  31．436  40．539  

4  

171  160  
7，487  7．387   

・長期にわたる療養を行うにつき十分な構造設備、機能訓練室   795   720   662  

診療所療養病床療養環  4788   6．497  4．590  
境加算   ・上記について、1床あたりの床面積・廊下幅、食堂・談話室の有無等に応じて1及び2に   

2   

1，349   1．135   948  

区分 等  9，691   7．546   6．444  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：医療機関数／下段：病床数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・緩和ケアに係る専従のチーム（医師2名及び看護師）の設置   53   66   87  

緩和ケア診療加算  
・（財）日本医療機能評価機構等が行う医療機能評価を受けている 等  

精神科応急入院施設管  ・「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」により都道府県知事が指定する精神病院   189   209   232   

理加算   ・医療保護入院のための必要な専用病床の確保 等   3．685   3．510   3，287   

精神病棟入院時医学管  ・医療法施行規則に定める医師の員数以上の配置   217   283   309   

理加算   ・当該地域の精神科救急医療体制確保のため整備された精神科救急医療施設 等   30．779   36，981   39，019   

■20歳未満の精神疾患を有する患者を概ね8割以上入院させる病棟  

児童・思春期精神科入院    ・当該病棟に常勤医師が2名以上配置（うち1名以上は精神保健指定医）  
10  9  13  

医療管理加算  595  520  631   
・春吉郡市の実質配置が10対1以上等  

がん診療連携拠点病院  134   301   

加算   

・常勤の管理栄養士が1名以上配置されている  

栄養管理実施加算   ・患者の入院時に患者ごとの栄養状態の評価を行い、医師、管理栄養士等医療従事者が共石  
7，995   8，337   

して、入院患者ごとの栄養状態、摂食機能等を考慮した栄養管理計画を作成等  

・医療安全対策に係る研修を受けた専従の薬剤師、看護師等を医療安全管理者として配置  

医療安全対策加算   ・医療安全管理部門を設置し、組織的に医療安全対策を実施する体制を整備  
1．080  1．409  

423．249  505．528   
・当該保険医療機関内に患者相談窓口を設置等  

・適切な裾瘡対策の診療計画の作成、実施及び評価の休制がとられている  7．564   7，602  
裾瘡患者管理加算           ・神橋対策を行う適切な設備を有する 等  1．246．145   1．244，381   

楯瘡ハイリスク患者ケア  ・樗瘡ケアに係る専門の研修を受けた専従の看護師等を楕瘡管理者として配置  186   280   

加算   ・神橋の早期発見及び重症化予防のための総合的な櫓瘡管理対策を行う体制の整備 等   

・専ら産婦人科又は産科に従事する医師が、3名以上配置  

ハイリスク分娩管理加算   ・助産師が3名以上配置  
702  708  

281．194  267．079   
・1年間の分娩実施件数が120件以上で、実施件数等を当該保険医療機関に掲示等  

（3）特定入院料  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：医療機関数／下段こ病床数）  

平成17年  平成18年   平成19年   

・救命救急センターを有する病院  

救命救急入院料  
・重篤な救急患者に対する医療を行うにつき必要な医師及び看護師の常時配置   180   188   197  

・重篤な救急患者に対する医療を行うにつき十分な専用施設等  5．153   4．772   5．602  

・特定集中治療室管理料の施設基準を満たしているかに応じて1及び2に区分  
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届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：医療機関数／下段：病床数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・集中治療を行うにつき必要な医師等の常時配置  

特定集中治療室管理料   ・♯時、入院患者数と看護師数の比が2対1以上  
529  554  569  

3．799  3．750  3．966   
・集中治療を行うにつき十分な専用施設等  

・常時、入院患者数と看護師数の比が4対1以上  
ハイケアユニット入院医  

・特定集中治療室に準じる設備  
51  52  59  

療管理料  565  670  685   
・重症度等を満たしている患者8割以上等  

・病院の治療室を単位とし、治療室の病床数は30床以下  

脳卒中ケアユニット入院    ・脳卒中ケアユニット入院医療管理を行うにつき必要な医師の常時配置  28  49  
医療管理料  186  289   

・常時、入院患者数と看護師数の比が3対1以上  

・集中治療を行うにつき必要な医師等の常時配置  

新生児特定集中治療室    ・常時、入院患者数と助産師又は看護師の致の比が3対1以上  208  199  199  
管理料  1．464  1．302  1．280   

・集中治療を行うにつき十分な専用施設等  

総合周産期特定集中治  ・集中治療を行うにつき必要な医師等の＃時配置  

療室管理料   ・常時、入院患者放と助産師又は看護師の数の比が3対1以上   
52   66   72  

I‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾■■■■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

王母体・胎児集中治療室管理料  （病床数）387  

…新生児集中治療室管理料   （病床数）588   

・集中治療を行うにつき必要な医師等の常時配置  

広範囲熱傷特定集中治    ・常時、入院患者数と看護師散の比が2対1以上  25  24  24  
療重曹理料  71  51  51   

・集中治療を行うにつき十分な専用施設等  

一類感染症患者入院医  12  15  16  
療管理料   23  83  35   

・脊髄損傷等の重度障害者等を概ね8割以上入院させている病室  

特殊疾患入院医療管理    ・看護要員の実質配置が相対1以上  
62  62  52  

料  1．193  1，154  817   
・病棟における5割以上が看護職員（うち2割以上以上が看護師〉等  

・特定機能病院以外の病院で小児科を標模している病院   148   165   190  

・医療法施行規則に定める医師の員数以上の配置等  7．123   8，301   9．16（；  

小児入院医療管理料  
・常勤医師数、平均在院日数及び看護配置等に応じて1－3に区分  

2   

217  290  300  

6．401  8．277  9．029  

3   

110   105   110  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：医療機関数／下段：病床数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・病棟における回復期リハビリテーションの必要性の高い患者が8割以上入院  574   670   794  

・看護職長の実質配置（4割以上が看護師）が15対1以上等  
回復期リハビリテーシヨ  

（病棟数）281  

ン病棟入院料  
一般病棟    （病床数）12．388  （病棟数）326 （病床数）14．326  （病棟数）366 （病床数）16．137  

・看護補助者の実質配置が30対1以上  （病棟数）  446  （病棟致）  470  （病棟数）  598  

・疾患別リハビリテーション料（Ⅰ）の届出 等 ※平成18年改正  療養病棟                      （病床数）18，021  （病床数）21．731  （病床数）27．388   
・看護職鼻の実質配置が13対1以上  

亜急性期入院医療管理   ・在宅復帰支援担当者の配置  685   848   981   
料   ・いずれかの疾患別リハビリテーション料を届出している※平成18年改正  8，095   10．102   11．474   

・退院患者の6割以上が居宅等へ退院している等  

・看護要員の実質配置（5割以上が看護職員）が10対1以上  181   114   92  

特殊疾患療養病棟入院  9．873   6，386   5．117   

料   ・脊笥損傷等の重度障害者等を概ね8割以上入霹完させる一般、療養又は精神病棟  
2   

271   190   144  

・該当患者の症状等に応じて1及び2に区分  17．140   12．490   8，982   

・末期の悪性腫瘍患者又は後天性免疫不全症候群の羅患患者が入院  154   164   181  
緩和ケア病棟入院料             ・看護師の実質配置が7対1以上 等  2．922   3．135   3．498   

・急性期の精神疾患患者を入院させる精神病棟  

・医療法施行規則に定める医師、看護師及び准看講師の員数以上の配置  

・入院患者数と常勤医師数の比が16対1以上  16  22  32  
精神科救急入院料  1．192  1．481  2，023  

・看護師の実質配置が10対1以上等  

・精神科救急医療施設等   

・急性期の精神疾患患者を入院させる精神病棟  144   163   198  

・精神科救急医療施設  7．139   7．517   9，997  

精神科急性期治療病棟 入  
院料  

・当該病棟に1名以上かつ当該医療機関に2名以上の精神保健指定医の配置等  2   

12  10  14  
680  516  709   

・看護配置等に応じて、1及び2に区分  

・長期の精神疾患患者を入院させる精神病棟  723   

精神療養病棟入院料  81．446  794   799  

・精神保健指定医・看護配置等に応じて、1及び2に区分  8  72，413   94．02l  
2  

528  



3 短期滞在手術基本料  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段二医療機関数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
一府酔の形態、回復室の有無、看喜隻配置等に応じて、1及び2に区分   86  89  90  

短期滞在手術基本料  
84  98  105  

2   

96  110  114  

28  34  37   

4 医学管理等  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   

・専任の医師、専従の看護師、専任の薬剤師の配置  46  54  
ウイルス疾患指導料  

0  

■人工内耳埋込術の施設基準を満たすか、十分な経験を有する常勤医師配置 等  703  702  
高度難聴指導管理料  

697  

1，926  2，026  2．099   

▲専任の看護師又は准看護師の常時1人以上配置  
喘息治療管理料  

2：i7   245  

・喘息治療管理を行うにつき必要な器械・器具の具備、緊急時の入院体制の確保 等  1了3   194   

り卜児科を標博する医療機関  1．351  1，324  
小児科外来診療料  

1．285  

15．204  15，344  15．393   

・当該保険医療機関を主たる勤務先とする小児科担当医師と別の保険医療機関を主たそ   87   86  

地域連携小児夜間■休日  238  2t9   231   
診療料   ※ 平成18年改正 医師の配置、24時間診療体制の有弟削二応じて1、2に区分  

2  

1．853   50  62  

3  3   

・禁煙治療の経験を有する医師、専任の看護職眉の配置  554   934  
ニコチン依存症管理料  

】医療機関の敷地内禁煙 等  2．362   3．928   

手術前医学管理料   
・手術前に行われる検査結果に基づき計画的な医学管理の実施 等  1，245  1．267  1，253  

1．639  1，686  1．688   

開放型病院共同指導料  ・当該病院の存する地域の全ての医師、歯科医師の利用の為に開放され、専用の病床を  679   了29   761   
（Ⅰ）   有する病院 等  

地域連携診療計画管理  ・対象疾患は大腿骨頸部骨折  78   209   
料   

・～般病棟の入院患者の平均在院日数が17日以内 等  

地域連携診療計画退院  ・地域連携診療計画管理料を算定する病院の紹介を受けて、当該地域連携診療計画の対象  164   604   

時指導料   となる患者を受け入れることができる体制が整備されている 等  58   144  

施設基準の概要  
届出医療機関数  

（上段：病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・産科又は産婦人科を棲模する保険医療機関である   

（Ⅰ）  

122   191  
ハイリスク妊産婦共同管             ・年間分娩件数、ハイリスク分娩管理を共同で行う保険医療機関の名称等を当該  340   498   
理料   検医療機関の見やすい場所に掲示している 等   

（Ⅱ）  

157   184   

薬剤管理指導料   
・薬剤師の配置  5，486   5．531   5．563  

・医薬品情報の収集及び伝達を行うための専用施設 等  

・24時間連絡及び往診可能な体制  

・他の保険医療機関及び訪問者譜ステーションと連携及び情報提供可能な体制 等  
在宅療養支援診療所  

5 在宅医療  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段二病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・診療所又は許可病床数が200床未満の病院  732   852  

在宅時医学総合管理料           ・在宅医療の調整担当者が1名以上配意されている 等  14．409   15．856   
在宅末期医療総合診療  ・在宅療養支援診療所に係る施設基準の届出を行っていること（平成18年度より）   932   
料   ・在宅末期医療を提供するにつき必要な体制の整備、緊急時の入院体制の整備 等   5、600   8．177   8，736  

在宅患者訪問薬剤管理  （薬局数）  （薬局数）  （薬局数）  

指導料   32．515  34．448  35．667  

施設基準の概要  （上段：病院数／下段二診療所数）  

血液細胞核醸増幅同定  ・院内検査を行っている病院、診療所  
検査   ・臨床検査を専ら担当する常勤医師の配置 等  

・院内検査を行っている病院、診療所 等  

検休検査管理加算  
巨真珠検査を専ら担当する常勤医師の有無に応じて、1及び2に区分  

（送信側）・雛鳥等に所在する保険医療機関等  

テレパソロジーによる病  病理組織標本の作製を行うにつき十分な体制の整備 等   側   

哩組織迅速顕微鏡検査  （受信側卜病理検査を担当する常勤医師の配置   

・病理診断を行うにつき十分な1本制を整備した病院等  届出医療機関数       平成17年  平成18年  平成19年        469  466  447         0  l  l        l 2   3．353  3．428  3．481  
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届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   

心臓カテーテル法による諸検  一当該検査を行うにつき十分な専用施設   356   381   387   

査の血管内視鏡検査加算  ・当該検査を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   4   5   4   

人工膵臓   
・当該検査を行うにつき十分な専用施設   （医療機関数）  （医療機関数）  （医療機関数）  

・当該検査を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   91   87   85   

長期継続頭蓋内脳波検  ・当該検査を行うにつき十分な専用施設   248   259   264   

査   ・当該検査を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   

一当該検査を行うにつき十分な機器、施設   0  0  0  

光トポグラフイー  
・一定割合以上、別の保険医療機関からの依頼lこより検査を実施 等   0  0  0  

神経磁気診断   
・当該検査を行うにつき十分な機器、施設   23  25  25  

・3年以上の経験を有する常勤医師の配置 等  0  

中枢神経磁気刺激によ  ・当該検査を行うにつき十分な機器、施設   8  8  9   

る誘発筋電図   ・一定割合以上、別の保険医療機関からの依頼により検査を実施 等  0  0  0   

補聴器適合検査   
・当該検査を行うにつき必要な医師の配置   215   233   245  

・当該検査を行うにつき十分な装置・器具 等   177   213   234   

コンタクトレンズ検査料1  ・当該保険医療機関を受診した患者のうち、コンタクトレンズに係る検査を実施した患者の割  1．353   1．398  

が70％未満である 等  5．595   5．712   

小児食物アレルギ¶負  ・当該検査を行うにつき必要な医師の配置  386  410   

荷検査   ・当該検査を行うにつき十分な体制が整備されている 等  8  13  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段二病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   

一放射線科を棲模する医療機関  733   751   792  

・画像診断を専ら担当する常勤医師の配置  138   156   164  

画像診断管理加算  
2   

851   868   854  

行われているかに応じて、1及び2に区分 等  2   2   

（送信側）・離島等に所在する保険医療機関   74   57   90  

・画像の撮影及び送受信を行うにつき十分な機器、施設等  
送信側  

遠隔画像診断  
16   18   30  

（受信側）一画億診断を専ら担当する常勤医師の配置  26   32   51  

・病理診断を行うにつき十分な体制を整備した病院 等  
受信側  

・断層撮影を行うにつき十分な機器、施設等  

ポジトロン断層撮影 （PET）   ・核医学診断の経験3年以上、かつ所定の研修を終了した常勤医師1名以上等  （医療機関数）83   
82  110  
25  34  

（共同利用率が20％未満の場合、所定点数の80％で算定）  

届出医療機関数  

施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・断層撮影を行うにつき十分な機器、施設等  

ポジトロン断層・コンビュー  
タ断層複合撮影（PET－CT）   ・核医学診断の経験3年以上、かつ所定の研修を終了した常勤医師1名以上等  

74  118  
28  33   

（共同利用率が20％未満の場合、所定点数の80％で算定）  

・当該単純撮影を行うにつき十分な機器及び設備 等  2．370  3．122  
単純CT撮影  

434  738   

・当該単純撮影を行うにつき十分な機器及び設備 等  1．561  1．770  
単純MRI撮影  

163  238   

・当該特殊撮影を行うにつき十分な機器、施設   494   614  
特殊CT撮影  

・共同利用率が5％以上 等  
（医療機関数）588  

123   151   

・当該特殊撮影を行うにつき十分な機器、施設   838   1．044  
特殊MRI撮影  

・共同利用率が5％以上 等  
（医療機関数）998  

94   127  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段二診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   

一必要な機器及び十分な専用施設 等   960  1，228  1．440  
外来化学療法加算  30  171  282   

9リハビリテーション  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・専任の常勤医師の配置   

（Ⅰ）  

160   217  

心大血管疾患リハビリ             ・理学療法士、作業療法士、言言吾聴覚士、看護師の適切な配置  
テーション料   ・リハビリテーションに関する記録を患者ごとに一元管理し従事者が閲覧可能 等   

（Ⅱ）  

123   122  

※配置人員数に応じて（Ⅰ）及び（皿）に区分  14   17   

・専任の常勤医師の配置   1．495   1．808  

脳血管疾患リハビリテー  
（Ⅰ）  

49   60   
ション料   ・リハビリテーションに関する言己録を患者ごとに一元管理し従事者が閲覧可能 等   

（Ⅱ）  

3．589   3．399  

※配置人員数に応じて（Ⅰ）及び（Ⅱ）に区分  1．255   l．366   

10   



届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   

・専任の常勤医師の配置   
（Ⅰ）  

4，225   4．466  

運動器リハビリテーショ             ・専従の常勤理学療法士、専従の常勤作業療法士の配置等  2．6■77   3．103   
ン料   ・リハビリテーションに関する記録を患者ごとに一元管理し従事者が閲覧可能 等   

（Ⅱ）  

l．169   1．062  

※配置人員数に応じて（Ⅰ）及び（［）に区分  643   644   

・専任の常勤医師の配置   
（Ⅰ）  

2，435   2，561  

呼吸器リハビリテーショ             ・専従の常勤理学療法士の配置  69   87   
ン料   ・リハビリテーションに関する記録を患者ごとに一元管理し従事者が閲覧可能 等   

（Ⅱ）  

1．016   997  

※配置人員数に応じて（Ⅰ）及び（Ⅱ）に区分  175   168   

難病患者リハビリテー  ■専任の常勤医師、専従の従事者  13  51  45   
ション料   ・専用施設の保有、必要な器械・器具の具備 等  7  52  51   

障害児（者）リハビリテー  ・専任の常勤医師、専従の従事者 等  221   205   
ション料   ・専用施設の保有、必要な器械・器具の具備 等  68   66   

精神科専門療法  
届出医療機関数  

施設基準の概要  （上段二病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   

・専従の作業療法士1名以上  1，112   1，174   1．214  
精神科作業療法  

・専用施設の保有、必要な器械・器具の具備 等  

・精神科医師、従事者の配置   301   369  
大規模なもの  

・専用施設の保有 等  57   80  

精神科ショートケア                       ※ 専従の従事者数、専用施設の広さに応じて、大規模」小規模に区分   247  279  
小規模なもの  

76  121   

・精神科医師、従事者の配置   573   605   639  
大規模なもの  

・専用施設の保有 等  160  160   177  
精神科デイ・ケア  

・専従の従事者数、専用施設の広さに応じて、大規模，小規模に区分   431  444  442  
小規模なもの  

254  266  268   

・精神科医師、従事者の配置  120   122  
精神科ナイトケア  

・専用施設の保有 等  71   75   85   

・精神科医師、従事者の配置  209   234   260  
精神科デイ・ナイトケア            ・専用施設の保有 等  85   93   102   

・常勤精神保健指定医1名以上  1．155   1．199   1．219  
医療保護入院等診療料  

0  0  0   

し巳l旦   

施設基準の概要  
届出医療機関数  

平成17年  平成18年  平成19年   

・専門の知識及び5年以上の経験医師  
甲状腺   107   212  268  

エタノールの局所注入  
・必要な器械・器具の具備等  

副甲状腺   69   186  243  

手術  

施設基準の概要  
届出医療機関数  

平成17年  平成18年  平成19年   

内視鏡下椎弓切除術、内視鏡下椎間板  ・当該療養を行う  こつき十分な専用施設  
69   83   

摘出（切除）術（後方切除術に限る）  ・当該療養を行う  こつき必要な医師及び看護師の配置 等   

内視鏡下椎間板摘出（切除）術（前方摘出術に限  ・当該療養を行う  こつき十分な専用施設  

る）、内視鏡下脊椎固定術（胸椎又は腰椎前方固定）  ・当該療養を行う  二つき必要な医師及び看講師の配置 等   
7   6  

脳刺激装置植込術、頭蓋内電極植込  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
462   482   498   

術又は脳刺激装置交換術   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   

脊髄刺激装置植込術又は脊髄刺激  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
616   （け2   709   

装置交換術   ・当該療養を行う  二つき必要な医師及び有言郡市の配置 等   

・当該療養を行う  
人工内耳埋込術  93   96   96   

・当該療養を行う   
・当該療養を行う  

同種死体肺移植術  ・当該療養を行う   

経皮的冠動脈形成術（高速回転式経度経管  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
アテレクトミーカテーテルによるもの）   

26l   
・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   
・当該療養を行う  

経皮的中隔心筋焼灼術  246   
・当該療養を行う   

ペースメーカー移植術、ペースメー  ■当該療養を行う  二つき十分な専用施設   

力【交換術   
2，902   

■当該療養を行う  こつき必要な医師及び看護師の配置 等   

両心室ペースメーカ【移植術、両心室  ・当該療養を行う  こつき十分な専用施設   
ペースメーカー交換術   

（移植術のみ）209   
・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   

埋込型除細動器移植術及び哩込型除  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
232   6  6         263  256  

細動器交換術   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看三尊師の配置 等   

12   



l．  

施設基準の概要  
届出医療機関数  

平成17年  平成18年  平成19年   
大動脈バルーンバンビング法（1ABP  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設  

法）   ・当該療養を行う  こつき必要な医師及び看護師の配置 等   
1．544   1．566   1，595  

補助人工心臓   
・当該療養を行う  

・当該療養を行う   
150   152   149   

埋込型補助人工心臓   
・当該療養を行う  

■当該療養を行う   
2   5   5   

同種心移植術   
■当該療養を行う  

・当該療養を行う   
7   6   

同種心肺移植術   
・当該療養を行う  

・当該療養を行う   
3   3   

体外衝撃波胆石破砕術   
・当該療養を行う  

・当該療茸を行う   
406   416   423   

生体部分肝移植術   
・当該療養を行う  

・当該療養を行う   
63   68   68   

同種死体肝移植術   
・当該療養を行う  

一当該療養を行う   
9   10   

同種死体膵移植術、同種死体膵腎移  ・当該療養を行う  ニつき十分な専用施設  

植術   ・当該療養を行う  二つき必要な医師及び看護師の配置 等   
8   8  

・当該療養を行う  
体外衝撃波腎・尿管結石破砕術   ・当該療養を行う  こつき十分な専用施設 こつき必要な医師及び看護師の配置等  863   866   889   

・当該療養を行う  
腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術  

・当該療養を行う   
27   35   

医科点数表第2章第10部手術の通  一必要な体制及び医師の配置  

則5及び6に掲げる手術   ・実施件数の院内掲示、手術内容の患者への説明及び文書提供 等   
3．970   4．645  

・必要な医師及び従事者の配置  
（Ⅰ）  

・輸血製剤の適正使用等  
138   217  

輸血管理料  
※製剤の管理並びに医師及び従事者の配置に応じて（Ⅰ）、  

（Ⅱ）  

（Ⅱ）に区分  

606   733   

13  

13 麻酔  

施設基準の概要   
届出医療機関数  

平成17年  平成18年  平成19年   

麻酔管理料   
・算定する旨を社会保険事務局長へ届け出た麻酔科を標擁する保険医療機関   

2，660   2．710   2．739   

14 放射線治療  

施設基準の概要   
届出医療機関数  

平成17年  平成18年  平成19年   
・放射線治療を専ら担当する常勤医師の配置  

放射線治療専任加算   ・十分な機器、施設の保有等   421   423   438   

高エネルギー放射線治  

療   
549   558   575   

直線加速器による定位  ・放射線治療を専ら担当する常勤医師、常勤診療放射線技師、機器の精度管理を担当   

放射線治療   する者の配置 等  
110   131   159  

施設基準の概要   
届出医療機関数  

平成17年  平成18年  平成19年   
地域歯科診療支援病院  ・常勤の歯科医師、看護職旦及び歯科衛生士の配置  

歯科初診料   ・当該歯科医療にかかる紹介率 等   
176   152  

・単独型若しくは管理型臨床研修病院又は協力型臨床研修病院  

臨床研修病院入院診療 加算   ・研修歯科医の診療録の記載について指導歯科医が指導及び確認する体制  48   96   

・研修歯科医2人につき指導歯科医1人以上等  

・常勤の歯科医師の配置  
歯科疾患総合指導料   ・補綴物維持管理料の注1の届出等  42．964   43．270   

歯科治療総合医療管理  ・歯科疾患総合指導料の注1の届出 ※平成18年改正   

料   
8．47l   10．652   10．391  

・当該患者の全身状態の管理を行うにつき十分な装置・器具 等   

・地域歯科診療支援病院歯科初診料の届出をした病院等と連携している診療所  
地域医療連携体制加算   ・緊急時の連携体制の確保等   6．590   8．791   8．586   

補綴物維持管理料   
・行う旨を社会保険事務局長に届け出た保険医療機関   

67．734   66．639   67．270   

歯科点数表第2章第9部  ・必要な体制のを備及び歯科医師の蕊己置  
79   99   

の通則4に掲げる手術  ・実施件数の院内掲示、手術内容の患者への説明及び文書提供 等   

14   



施設基準の概要   
届出医療機関数  

平成17年  平成18年  平成19年   

歯科矯正診断料   
・障害者自立支援法に基づく都道府県知事の指定  

・十分な専用施設等  
780   894   

・障害者自立支援法に基づく都道府県知事の指定  
顎口腔機能診断料   ・十分な専用施設等  659   690  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成17年  平成18年  平成19年   
・栄養士により行われている  

入院時食事療養（Ⅰ）   ・「厚生労働大臣が定める入院患者数の基準及び医師等の員数の基準並びに入院基本料の  
8．682  8．377  8，420  
2．111  1．733  1，823   

算定方法」に規定する基準に該当する保険医療機関でない等  

⑯   




